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1．事業の目的

　2019 年は、日本およびペルー両国が「日本ペルー交
流年（ペルー日本人移住 120 周年）」と定めた記念すべ
き年である。本事業の目的は、この交流年に合わせて、
過去 60 年以上にわたり考古学調査を実施し、現地研究
者、ならびに日系人を含む地域住民と交流を続け、さ
らには対象となる文化遺産の保存と活用に取り組んで
きた日本調査団の足跡に関するシンポジウムや展示を
実施すること、さらにはその後加わる民族学研究につ
いても同様のシンポジウム等を開催することを通じて、
日本、ペルー両国の文化交流を促進させることにある。

2．事業の背景

　南米初の日本人移住者を乗せた佐倉丸が、ペルーの
カヤオ港に到着したのは、今から 120 年ほど前の 1899
年 4 月 3 日であった。790 名の乗船者を待ち受けてい
たのは、農場主との契約に基づく過酷な労働環境であ
り、移住者の 2 割近くが 1 年を待たずして命を失った。
入植後も、太平洋戦争期には敵国民として財産の没収
と強制収容という苦難を経験してきた。しかし、持ち
前の勤勉さを決して失わない姿勢は、次第に現地社会
の信頼を勝ち取り、現在では、日系人は、ペルー社会
の発展において欠かすことのできない存在となってい
る。こうした両国の関係の中で、移住者、やがては日
系人として呼ばれるようになる人々とともに、日系人
以外のペルー人社会と深い関係を樹立してきたのが考
古学分野の研究者である。
　移住者が、その社会的地位を確立し始めていた 1937
年、文化使節として外務省からブラジルに派遣された
人類学者の鳥居龍蔵は、その帰路、ペルーに立ち寄り、
日系人社会の経済的支援の下、アンデス文明の遺跡を
調査し、現地の学界と積極的に交流を行っている。
　その後、1958 年、戦後の海外調査の草分けとして、
東京大学文化人類学教室を中心に結成された調査団
は、ペルーの地に足を踏み入れ、遺跡群を踏査する一
般調査をペルー人考古学者とともに実施した。その過
程で選んだ中部高地に位置するコトシュと呼ばれる遺
跡において、調査団は 1960 年、63 年、66 年に発掘調
査を実施し、先土器時代にあたる祭祀遺構「交差する
手の神殿」を発見した。これは、土器と神殿の同時発
生が当然と考えられていた当時の文明史を書き換える
画期的な成果として国際的に高く評価されている。
　コトシュ遺跡の発掘時、ペルーは日本を遙かに凌ぐ

国力を持ち、地元のワヌコ市で暮らす日系人も、調査
団への経済的、精神的支援を惜しまなかった。この調
査団と日系社会との関係は、経済的状況が逆転した現
在でも続いており、コトシュ時代を支えてくれた日系
人の 3 世らが、現在の調査団を支えている。
　またコトシュの調査に参加したペルー人の学生や若
手考古学者は、その後、ペルーの学界の中核を占める
存在になっていった。調査団を率いた泉靖一（1915-
1970）の死後、遺跡に近い州都所在地のワヌコ市には、
泉靖一通りやコトシュのモニュメントが建立された。
また鶴見英成（東京大学助教）は、近年、コトシュ遺
跡の再調査に取り組むばかりでなく、「交差する手の神
殿」のレリーフのレプリカをワヌコ市に寄贈する事業
を推進している。
　泉の後を受けて調査団を率いた寺田和夫（ 1927-
1987）らは、1979 年よりペルー北高地、カハマルカ州
において、アンデス文明初期の祭祀遺跡の発掘を進め、
重要な学術成果をあげた。文化省カハマルカ支局内に
は、寺田の死後「寺田和夫ホール」が設置されている。
　1988 年からは、大貫良夫らが、同じカハマルカ州の
クントゥル・ワシ遺跡で調査を行い、巨大な祭祀遺構
の長期的な利用を明らかにしたばかりでなく、アメリ
カ大陸最古級の金製品を副葬した貴人墓を次々と発見
した。特筆すべきは、日本で開催した展覧会の協賛金
や寄付をもとに、出土品を収める博物館を建設し、地
域住民による運営を実現させた点である。展示の一部
には日本の草の根文化無償、また同遺跡の保存と修復
にはユネスコの日本信託基金があてられた。住民の活
動は国連の社会開発計画（UNDP）、そしてアンドレ
ス・ベーヨ憲章（拠点：コロンビア）において賞賛さ
れ表彰されている。
　2005 年には、本事業の申請者である關雄二の所属先
である国立民族学博物館とペルー国立サン・マルコス
大学との学術協定のもと、日本・ペルーの合同チーム
が創設され、北高地最大の形成期遺跡パコパンパの調
査が開始された。そこでも遺構の保存やビジターセン
ター建設が進められ、地域住民による文化遺産保護を
謳ったプロジェクトが展開されている。
　これらのアンデス文明初期の研究に加えて、調査団
出身である坂井正人ら山形大学のチームは、南海岸に
位置する有名な世界文化遺産「ナスカの地上絵」の調
査を行い、研究拠点として同大学ナスカ研究所を開設
した。さらにペルー文化省と協定を結び、「ナスカの地
上絵」の保護プログラムを推進している。
　このように、日本の考古学者らは、長年、現地の学
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界、日系社会と手を携えながら研究と社会還元事業を
推進してきた。
　その意味で、日本ペルー交流年事業として考古学分
野の成果を発信し、現地社会と共有していくことは、
両国の文化交流をよりいっそう推進させることことに
つながると考えられる。

3．事業内容

本事業は、以下に示すように、ペルーにおけるシンポ
ジウム 4 回（リマ市、カハマルカ市、クスコ市、ナス
カ市）と展示（カハマルカ市）1 回、ならびに日本に
おけるシンポジウム 1 回より構成される。開催された
日時の順で概要を記す。

3－1．シンポジウム「文化遺産研究と実践の最前線」
　日時：2019 年 8 月 13 日
　会場：国立国民博物館、リマ市

　ペルーの首都リマで開催した国際シンポジウム「文
化遺産研究と実践の最前線」には、日本人考古学者 8
名が参加した。ペルー側研究者については、共同研究
者（発表者）を含めて 7 名が参加した。具体的には、
日本調査団が 60 年以上にわたり対象としてきたアンデ
ス文明初期の形成期（前 3000 年～紀元前後）社会の研
究と遺跡の保護をメインテーマとした。
　冒頭、土屋定之駐ペルー日本特命全権大使の挨拶に
続き、ペルー文化省ルイス・ハイメ大臣の挨拶があり、
これに続いて大貫良夫が、日本人考古学者による過去
60 年の調査の歩みをテーマとする基調講演を行った。
続いて、会場を移し、地域ごとの最新成果を日本、ペ
ルー両国の研究者が発表を行った。さらに、近年、若
手研究者が興味を示す形成期以降の時代についても扱
った。これらの発表に併せて会場内で 2 枚のパネルを
用いたポスター発表も行った。なお、シンポジウムは、
毎年、ペルー文化省が主宰して行われる「ペルー考古
学会議」の 1 日をあて、会場もペルー文化省側が無償
で提供した。なおこのシンポジウムは、文化庁、国立
民族学博物館、在ペルー日本大使館、ペルー文化省、
日本考古学調査団の主催、文化遺産国際協力コンソー
シアムの共催、古代アメリカ学会の協力の形で実施し
た。基調講演にはおよそ 200 名、シンポジウムには 60
名の参加があった。

3－2．�展示『カハマルカにおける日本調査団― 40 年
におよぶ考古学調査』

　期間　2019 年 9 月 5 日～
　会場：文化省カハマルカ支局、カハマルカ市

　ペルー北部高地カハマルカ州の州都カハマルカ市に
おいて展示を実施した理由は、カハマルカ州が、1979
年以来、日本調査団が継続して調査を実施してきた場
所であり、本年で 40 周年を迎えたためである。会場は
ペルー文化省が無償で提供する形となったが、展示お
よび警備については日本側が負担することとなった。
　文化省カハマルカ支局が事務所を構えるベレン教会
複合内の旧男性用病棟という歴史的建造物内を利用し
た展示では、第 1 室において、1958 年以来の日本調査
団の歩みや、過去に調査に加わった両国の団員からの
メッセージなどが披露された。展示空間の大半を占め
る第 2 室では、40 年間の発掘調査によって得られた出
土品を展示した。
　9 月 5 日の開幕式には、土屋定之特命全権大使、文
化省文化遺産課長、カハマルカ州知事、カハマルカ市
をはじめとする複数の市長が参列し、挨拶をするとと
もに、日本調査団に対して数多くの表彰が行われた。
引き続き、大貫良夫による記念講演が行われ、土屋定
之特命全権大使、文化省文化遺産課長、カハマルカ州
知事、關雄二によるテープカットにより展示の公開が
開始された。
　当初、会期は 3 ヶ月ほどを予定していたが、2 ヶ月
間で 3 万人の入館者を数え、現地のメディアでも大き
く取り上げられるなど反響が大きいため、ペルー文化
省側から会期延長の希望が表明され、現在のところ、
2020 年 8 月上旬まで延長する予定となっている。なお
撤収は、關雄二の責任の下、ペルー文化省の資金によ
って行われることが合意されている。展示は、文化庁、
国立民族学博物館、在ペルー日本大使館、ペルー文化
省、日本考古学調査団の主催、文化遺産国際協力コン
ソーシアムの共催、古代アメリカ学会の協力の形で実
施した。

3－3．�シンポジウム『過去と現在の狭間で―ペルー
北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

　日時：2019 年 9 月 6 日
　会場：文化省カハマルカ支局、カハマルカ市

　展示に併せて、シンポジウムを実施した。当初、2
日間の予定で実施することになっていたが、週末に会



9

﻿．﻿

場が利用できないことが判明したため、1 日で終える
というタイトなスケジュールに変更した。シンポジウ
ムでは、冒頭、土屋定之特命全権大使の挨拶の後、日
本・ペルー両国の考古学者によるカハマルカ地域の考
古学調査と文化遺産保護の現状について討議が行われ
た。一般公開で実施されたほか、文化省のウェブを介
して生中継された。現地会場における参加者はおよそ
200 名であった。

3－4．�シンポジウム「アンデス南部高地における日本人
による人類学研究の 50 年―軌跡、民族誌、文
化的再評価」

　日時：2019 年 11 月 13 日
　会場：クスコ歴史博物館講堂、クスコ市

　本シンポジウムは、アンデスにおける民族学研究を
テーマに、同分野の研究の中心地であるペルー南部の
クスコ市を舞台に開催した。とくにペルー南部高地は、
1960 年代から日本人研究者が地元の研究者らと共同で
調査研究をおこなってきた地域でもあり、今回は長年
にわたる双方の研究成果を地元社会に還元する意味で、
両国の関係機関の協力のもと実施された。シンポジウ
ムでは、日本人人類学者 3 名のほか、日本の共同研究
調査への参加実績のあるペルー人人類学者 2 名が研究
発表をおこなった。具体的には、南部高地の農村およ
び牧畜社会におけるアンデス特有の慣習、土地利用、
移動形態、儀礼などの無形文化を主題に、これまでの
研究の歴史を振り返るとともに、今後の同地域の研究
展望について述べられた。また、日本の研究者達が蓄
積した画像や標本などの研究資料の活用の可能性等に
ついても扱った。なお、本シンポジウムは文化庁、国
立民族学博物館、ペルー文化省クスコ支局、クスコ市、
クスコ大司教府の協力のもと実施した。当日は、研究
者、学生、行政関係者や地元市民ら 130 名の参加があ
った。また、本シンポジウムの開催に合わせて、関連
イベントとして、写真スライド展示「アンデスの伝統
: 日本人人類学者による 1960-1980 年代の写真コレク
ション」も実施した。このイベントは、クスコ市の協
力のもと、同市庁舎コンベンションセンターで 3 日間
にわたりおこなった。期間中は、一般市民のほか、同
地を訪問する観光客等も数多く足を運んだ。

3－5．�シンポジウム『ペルーの文化遺産保護の最前線

―アンデスの黄金、ナスカの地上絵、インカ
のミイラ』

　日時：2019 年 12 月 14 日
　会場：東京文化財研究所、東京

　このシンポジウムでは、日本人考古学者が 4 名参加
した。ペルー側研究者については、2 名の参加を予定
していたが、1 名は、来日直前に文化大臣の職に就き、
かつまた世界文化遺産の暫定リストに掲載されたクエ
ラップ遺跡周辺の山火事に対処することとなったため、
参加が叶わず代読の形となった。
　シンポジウムでは、豊城浩行文化庁文化財鑑査官、
ハロルド・フォルサイト駐日ペルー大使の挨拶に続き、
日本調査団が 60 年以上にわたり対象としてきたアンデ
ス文明初期の形成期（前 3000 年～紀元前後）社会の研
究と遺跡の保護の歩みについて、加藤泰建（埼玉大学
名誉教授）が基調講演を行った。続いて、カルロス・
ウェステル・ラ・トレ（国立ブルーンング考古学博物
館長）による、ペルー北海岸チョトゥーナ遺跡とチョ
ルナンカップ遺跡における遺跡保存とコミュニティ開
発の事例、そして日本側からは、關雄二とダニエルモ
ラーレスが率いるパコパンパ遺跡合同調査における文
化遺産の活用、そして坂井正人ら山形大学チームが進
めるナスカの地上絵の新発見とそれらの保護について
の発表が続いた。
　なおこのシンポジウムは、文化庁、国立民族学博物
館の主催、文化遺産国際協力コンソーシアム、山形大
学、金沢大学超然プロジェクト「古代文明の学際的研
究の世界的拠点形成」、科学研究費補助金基盤研究

（A）「アンデス文明における権力生成と社会的記憶の
構築」（研究代表者　関雄二）の共催、古代アメリカ学
会、在日本ペルー大使館の協力の形で実施した。一般
公開の形で行われ、参加者は約 80 名であった。

3－6．�シンポジウム『ペルー南海岸・南高地における考
古学と文化遺産』

　日時：2020 年 1 月 11 日、12 日
　会場：�アントニーニ博物館、山形大学ナスカ研究所、

ナスカ市

　本シンポジウムは、当初 2019 年 10 月に開催するこ
とで準備を進めてきたが、その時期にナスカ市の会場
を確保することが難しかったこと、またペルーの入管
法の変更により、予定していた時期に、日本人研究者
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が滞在することが困難になった点などの事情から、2020
年 1 月の開催に変更となった。
　シンポジウムの目的は、ペルー南海岸および南高地
を調査している日本とペルーの研究者が、ナスカ市に
集まり、成果を発信し、情報を共有することにある。
ナスカ市で開催した理由は、山形大学が同市に研究施
設を設立し、ユネスコ世界文化遺産ナスカの地上絵の
研究を推進していることにある。1 日目は、「パラカ
ス」、「ナスカーパルパ」、「ワリ」という 3 つの異なる
文化を扱うセッションによって構成された。またペル
ー南海岸および南高地で実施された最新の考古学調査
の結果を報告するだけでなく、考古学調査を通じて明
らかになった文化遺産が抱える諸問題についても議論
した。2 日目は「世界遺産ナスカの地上絵」を保護す
るために山形大学とペルー文化省が締結した協定に基

づき、ナスカ市近郊のアハ地区に共同で設立した遺跡
公園をシンポジウム発表者で視察し、その後、山形大
学ナスカ研究所において、文化遺産とコミュニティの
共生、文化遺産の持続的活用をめぐって討論を行った。
日本人考古学者 3 名の他、ペルー人考古学者 6 名、イ
タリア人考古学者 1 名が参加し、聴衆は 72 名を数え
た。
　またシンポジウムは、文化庁、山形大学、国立民族
学博物館の主催、山形大学ナスカ研究所、ペルー文化
省ナスカ－パルパ地区管理計画事務所、文化遺産国際
協力コンソーシアム、アントニーニ博物館の共催、古
代アメリカ学会の協力の形で実施した。なお本シンポ
ジウムの運営については、国立民族学博物館より山形
大学に再委託した。



Ⅱ．実 施 概 要
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シンポジウム 
『文化遺産研究と実践の最前線』

実施日時　2019 年 8月 13日　9：00～ 18：30
実施会場　国立国民博物館　大ホールおよびチャンカイホール、リマ市

主催：国立民族学博物館・文化庁・在ペルー日本大使館・ペルー文化省
共催：文化遺産国際協力コンソーシアム
協力：古代アメリカ学会

1

【プログラム】

会場：大ホール
9：00～9：30

ルイス・ハイメ・カスティーヨ　ペルー文化大臣挨拶
土屋定之　駐ペルー日本特命全権大使挨拶

9：30～10：30
基調講演「日本調査とペルー考古学の 60 年」
大貫良夫（東京大学名誉教授）

10：30～11：00　休憩

会場：チャンカイホール
11：00～13：00

第 1 部　北高地の調査と保存活用　　司会：坂井正人（山形大学）
「パコパンパ遺跡の調査と保存・活用」

関雄二（国立民族学博物館）
ファン・パブロ・ビジャヌエバ（ペルー国立サン・マルコス大学）
ディアナ・アレマン（ペルー国立サン・マルコス大学）
マウロ・オルドーニェス（ペルー国立サン・マルコス大学）
ダニエル・モラーレス（ペルー国立サン・マルコス大学）

「クントゥル・ワシ遺跡の考古学調査と地域住民の経験」
井口欣也（埼玉大学）

「ヘケテペケ川中流域の調査―ラス・ワカス遺跡、モスキート遺跡、レチューサス遺跡」
鶴見英成（東京大学）
カルロス・モラレス（ペルー国立サン・マルコス大学）

「コンゴーナ遺跡の調査」
ワルテル・アルバ（ペルー国立シパン王墓博物館）
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13：00～14：30　昼食

14：30～16：30
第 2 部　極北地方の調査と保存活用　　司会：関雄二

「インガタンボ―形成期における北のフロンティア、社会開発のポテンシャル」
山本睦（山形大学）

「カハマルカ州ハエン郡のモンテグランデ遺跡の考古学調査とその社会的影響」
キリーノ・オリベラ（ペルー・アマゾン学術調査協会）

第 3 部　南海岸の調査と保存活用　　司会：井口欣也
「ナスカ台地の調査とアハの地上絵の保存活動」

坂井正人（山形大学）
ホルヘ・オラーノ（パリ第 1 大学）

「パルパの地上絵の調査・管理・保護」
ジョニー・イスラ・クアドラド（ペルー文化省ナスカ－パルパ管理計画事務所）

16：30～17：00　休憩

17：00～18：30
第 4 部　南高地とワリの調査と保存活用　　司会：鶴見英成

「アンデス中央高地はチャビン現象の周縁か？―アヤクチョ地方の新たな発見より」
松本雄一（山形大学）
ユリ・カベロ・パロミーノ（ペルー国立サン・マルコス大学）

「地上の遺跡と埋もれた遺跡―遺跡観光に関する一考察」
渡部森哉（南山大学）

「変貌の時代― ヘケテペケ川流域のモチェ社会の崩壊におけるワリとカハマルカの役
割」

ルイス・ハイメ・カスティーヨ（ペルー・カトリカ大学）

総括と挨拶　　関雄二
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

ご 挨 拶

ルイス・ハイメ・カスティーヨ （ペルー文化大臣）

　ペルーと日本の交流年にあたる本年、その記念行事をここペルー文化省で開催することは大きな喜びで

す。とくに、ペルー考古学会議の初日である本日、その関連式典を開くことは、考古学者でもある私にと

って、特別な意味があります。と申しますのも、ペルーの考古学の歴史の中で、日本人による考古学的研

究の存在に言及しないわけにはいかないからです。今から 60 年前に組織された、泉靖一先生率いる日本の

考古学調査団は、ワヌコ州のコトシュ遺跡で「交差した手の神殿」を発見し、その後、大貫良夫先生は、

クントゥル・ワシ遺跡で金製副葬品を納めた墓をいくつも見つけたことは記憶に新しいところです。しか

も、大貫先生たちは、地元の村に博物館を建設し、出土品を保管するばかりでなく、博物館の管理を地元

の住民たちに託すという立派な仕事をされました。文化行政ですらできなかったことを外国からやってき

た研究者が成し遂げたということはじつに賞賛されるべきことです。そして今や、その精神を関雄二先生

や坂井正人先生が引き継ぎ、パコパンパ遺跡やナスカの地上絵で活躍されています。

　私は関先生や坂井先生のお招きで日本に二度ほど参りましたが、そこで見た文化遺産保護に対する行政

や研究者の姿勢に感嘆しました。現在、建設中の新国立博物館においても日本の協力を仰ごうと考えてい

るところです。

　いずれにしましても、考古学は、日本とペルーを結ぶ架け橋になる重要な分野です。今後も、ペルーと

日本との研究者がペルー考古学の発展に協力し合い、すばらしい関係を築いていくことが必要だと考えて

います。
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ご 挨 拶

土 屋 定 之（駐ペルー日本特命全権大使）

　第 6 回全国考古学総会の初日に、日ペルー合同シンポジウムを開催できることへの喜びを表明致します。

特に，カスティーヨ大臣をはじめとしたペルー文化省に深い感謝を申し上げるとともに、全ての協力機関、

参加する専門家の皆様へ深い敬意を表します。

　日本とペルーの考古学分野の協力の歴史は実に 60 年以上に亘ります。先達の研究の全てに関わった大貫

教授をはじめ、多くの日本人研究者が、ペルーの考古学者とともに、ペルーの歴史と文化の探求に情熱を

もって取り組んでこられました。その研究が、学界のみならず、地域社会への成果の還元を常に考えて行

われてきたことを、心より誇りに思います。そして、継続的な研究と営々としたデータをまとめ、発表さ

れてきたこと、右がペルーと日本の友好関係の重要な基盤の一つとなっていることに、両国の研究者の一

人一人に、日本政府を代表し、深い敬意を表します。

　本年、両国は日本人移住 120 周年に当たる「日ペルー交流年」を迎えております。本日のシンポジウム

が、人類にとって普遍的な価値を持つ考古学の発展に大いに寄与すること、そして両国の将来に向けた連

携協力が更に深化していくことを強く祈念し、私の挨拶とさせていただきます。
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

　リマにおける二人の日本人の運命的な出会いが、日
本のアンデス考古学研究のきっかけとなった。1956年、
当時東京大学助教授の文化人類学者・泉靖一と、後に
リマで天野博物館を設立することになる実業家・天野
芳太郎との出会いである（図 1）。第二次世界大戦の敗
戦からわずか 11 年、日本が甚大な戦災から復興するた
めに全力を傾けていた時のことである。日常の食糧に
も事欠くような不自由な生活の中で、誰もが自問して
いた。「日本の過去とは何であったか？」「西洋社会に
追いつこうと発展を目指してきた日本の近代化とは何
だったのか？」「“文明”を追い求めようとする人類の
歴史とはいったい何か？」と。泉は文明の起源に遡る
ことによって、人類史の広い視点から、こうした「文
明」の問題を探求したいと考えたのである。ペルーは
独自に栄えた文明発祥地のひとつであった。ここで調
査研究に取り組むことで、文明の探求に新しい知見が
得られるのではないか―。そう考えた泉は、1958
年、石田英一郎とともに東京大学アンデス学術調査団
を組織する。そして、ペルー北部・ワヌコ盆地のコト
シュ遺跡を調査対象と定め、1960 年、63 年、66 年に
発掘の指揮を執ったのである。筆者は 1960 年からこの
調査団に加わることとなった（図 2）。

　1960 年代のはじめ、ほとんどの考古学者はアンデス
文明の起源がチャビン文化にあると考えていた。した
がってその起源を探求するのであれば、チャビン文化
とそれに先立つ文化を探す必要がある。ペルー考古学
の父と呼ばれるフーリオ・C・テーヨは、かつて「チ
ャビン文化起源の重要な鍵を握るのはコトシュかもし
れない」と述べたことがあった。そこで泉はコトシュ
遺跡を訪ねて十分な予備調査を行い、テーヨの予想が
当たっていると確信してこの遺跡を発掘することを決
意したのである。遺跡はワヌコの町の中心地から 5 キ
ロという近さにあり、また、当時のワヌコには調査団
を温かく迎え協力を惜しまない日系人の家族がいた。
調査団メンバーがこの決定に賛同したことはいうまで
もない。
　調査団の本拠地をどうするか。泉は遺跡のそばにテ
ント村を設営することにした。コトシュのマウンドの
近くに登山用テントを張り、二ヶ月の発掘期間中その
狭いテントで三人が暮らした。川の水で顔を洗い、日
中の暑さと午前中のブヨの猛威にも耐えた。午後には
強風が砂塵を巻き上げる。今になって振り返ると、こ
のような過酷な環境の中でよく誰も病気にならなかっ
たものだと驚く。当時の日本人は強靱で忍耐強かった

日本調査団とペルー考古学の 60 年

大 貫 良 夫（東京大学名誉教授）

図 1　左から泉靖一、寺田和夫、天野芳太郎（1960 年）�
©�東京大学アンデス調査団

図 2　パウカルバンバ遺跡の発掘調査（1966 年、左手前：大貫
良夫、右手前：泉靖一）©�東京大学アンデス調査団
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のかもしれない。
　コトシュの発掘調査は、最初のシーズンから驚きの
連続であった。発掘によって、コトシュでは、チャビ
ン文化の時期があることが確認されたが、それ以前に
も 2 つの時期（ワイラヒルカ期とコトシュ期）があり、
それぞれに特徴的な装飾の精製土器を伴うことも明ら
かになった。当時、他の遺跡ではチャビン文化に先立
つ時期の土器は知られていなかった。この発見によっ
て、定住農耕社会がチャビン文化以前にすでに存在し
ていたことを示したのである。
　さらに驚くべき発見は続いた。それは、チャビン文
化以前のこの二時期よりも明らかに前の時期につくら
れた、土製レリーフを伴う石造建築の発見である。し
かも、この建築物に対応する地層では、土器が一切出
土しなかった。泉は、先土器時代にあたるこの時期を
ミト期、そしてその建造物を「交差した手の神殿」と
命名した（図 3）。少なくとも紀元前 2000 年ほどの古さ
である。さらに、ミト期のなかで神殿は三回にわたっ
て建設されたことも発掘で明らかになった。ある期間
が過ぎると、新しい神殿につくり替えていたのである。
のちに調査団が、「神殿更新」と呼ぶことになる活動で
ある。
　発見された 1960 年当時、すべての人が、「交差した
手の神殿」はペルーだけでなくアメリカ大陸全体で最
古の神殿だと考えた。アンデス文明の起源は、チャビ
ン文化よりもずっと古く遡ることになったのである。
この驚くべき成果を遺し、泉は 1970 年に急逝する。
　その後、同じく東京大学教授の寺田和夫が核アメリ
カ学術調査団を組織し、ペルー北部山地におけるアン
デス文明形成期のデータをさらに収集するため、アン
カシュ州のラ・パンパ遺跡、そしてカハマルカ地方へ
と調査地を求めていった。

　カハマルカの市街地に近いワカロマ遺跡の発掘調査
は、1979 年から 1989 年の間、5 シーズンに渡って行わ
れた。発掘の結果、ワカロマにもカハマルカ盆地の他
の形成期遺跡にもチャビン文化は存在せず、代わりに
同時期において別の文化が存在していたことが明らか
になった。「後期ワカロマ期」と命名された時期がこれ
にあたる。ワカロマではコトシュと同様、神殿更新が
行われていたこともわかった。カハマルカ盆地は、形
成期における独自の文化と歴史を有していたのである。
調査団はカハマルカの形成期を 4 つの時期に区分する
編年を提示した。古い方から、前期ワカロマ期、後期
ワカロマ期、EL 期、ライソン期である。
　その後、日本調査団は 1988 年にクントゥル・ワシ遺
跡の発掘調査に着手する。さらに広い視点からカハマ
ルカの形成期について研究を進めるためである。1987
年の寺田和夫の逝去により、大貫良夫がこの遺跡の調
査指揮をとった。その後、1998 年からは加藤泰建がク
ントゥル・ワシ調査団のリーダーとなった。
　クントゥル・ワシの発掘調査では、多くの新しい成
果が得られた。チャビン文化と同時期にあたるクント
ゥル・ワシ期に、この神殿では金製品を伴う 6 基の特
別な墓がつくられていたのである。また、その副葬品
土器はチャビン様式ではなく、ペルー北海岸のクピス
ニケ様式であることもわかった。この成果によって、
アンデス文明形成期の探求には、もっと広い地域を視
野に入れて調査する必要が認識されることになった。
調査団は、ランバイェケ谷からモチェ谷まで、そして
カハマルカの高地へと調査対象地域を広げていった。
　新たに日本調査団を率いることになった関雄二は、
ペルー国立サン・マルコス大学との協定のもと、2005
年に形成期の大神殿遺跡であるパコパンパで大規模な
調査を開始した。発掘と修復保存は今も続いており、
北部山地の形成期研究に大きな貢献を加えることにな
った。山本睦はワンカバンバ川流域のインガタンボ遺
跡の調査で新しいデータを得て、さらにエクアドルと
の国境付近まで調査地を広げた。こうした調査の拡大
と進展によって、ペルー北部の形成期には 3000 年の長
きにわたり、広範な地域でダイナミックな相互交流の
プロセスがあったことが実証されたのである。
　日本調査団の 60 年にわたる研究によって各遺跡や地
域の詳細な編年が確立されたことは、アンデス文明の
起源に関わる研究に大変重要な貢献をなしてきたとい
っても過言ではあるまい。その成果の詳細については、
それぞれの研究者によって、これからも発表されてい
くことになるだろう。

図 3　コトシュ遺跡、「交差した手の神殿」の発掘（1963 年）
© 東京大学アンデス調査団
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

　ペルー北部山地の形成期研究に加え、日本調査団の
研究者には別のテーマや関心も生まれた。渡部森哉は、
形成期よりも後のカハマルカ文化、ワリ文化の研究を
精力的に行っている。坂井正人が率いるナスカ・プロ
ジェクトは、新たな地上絵の発見や遺跡発掘により、
ナスカ文化の解明に大きな成果を上げている。さらに、
芝田幸一郞、土井正樹、佐藤吉文、松本雄一といった
研究者も独り立ちし、ペルーにおけるそれぞれの遺跡
調査プロジェクトでめざましい成果を上げている。さ
らに、鶴見英成は 2016 年に日本の研究者として 50 年
ぶりにワヌコでの発掘調査を再開し、形成期初期の研
究に新たな知見をもたらしている。クントゥル・ワシ
遺跡の調査に最初から参加している井口欣也も、近年、
同遺跡での調査プロジェクトを再開した。こうした日
本研究者ひとりひとりの調査研究が、今後もアンデス
文明の探求に大きく貢献していくことになるであろう。
また、日本調査団の発掘調査には常にペルー人の研究
者が参加してきたことも忘れてはならない。その研究
成果は、日本とペルーの研究者の密な協力によるもの
である。ペルーの友人たちに、あらためて深く感謝を
申し上げたいと思う。
　日本調査団の 60 年のなかで蓄積されてきたもう一つ
の経験は、文化遺産の保護と活用をめぐるものである。
それは、ときに困難を伴う経験でもあった。コトシュ
遺跡の「交差した手」のレリーフの保存をめぐっては、
それを地元で保管したいというワヌコ市民と調査団と
の間で難しい話し合が行われた。また、ペルー文化庁
カハマルカ支局の策定したワカロマ遺跡保存計画に対
しては、その周辺を生活の場とする住民によって反対
運動が起こり、調査団が両者の板挟みとなる状況に追
い込まれたこともあった。しかしながら、調査団が参
与し、地域住民の参加による文化遺産保護と活用のモ
デルケースとなった事例もある。クントゥル・ワシ博
物館の建設である。
　1989 年にクントゥル・ワシ遺跡で最初の黄金装飾品
が発見されると、村民たちはそれを「村の宝」だと言
って地元で保管したいと主張した。無論、出土遺物が
ペルー国家に帰属し、それに対する権限と責任が国に
あることはいうまでもない。一方で、この遺跡を長年
にわたって盗掘者から守ってきたのは村民たちに他な
らない。発見は調査団によるものだが、村民たちの遺
跡保護の努力があったからこそ、それが可能となった
のである。とはいえ、貴重なクントゥル・ワシの出土
資料を村に保管するにはどうしたらよいのか。唯一の
方法は、村に博物館をつくることだった。しかし、当

時のペルーの経済状況と政情の不安定さからすると、
政府も民間も新しい博物館を建設してそれを運営する
ことは不可能であった。
　われわれ調査団は、村民、そしてペルー文化庁と話
し合いを重ねた。そして、出土遺物を一時的に持ち出
す許可を得て日本で展覧会を開き、村に博物館を建設
するための資金を集めることで合意に達したのである。
展覧会は日本の 10 都市を巡回し、博物館建設のための
寄付を集めることができた。日本大使館と在ペルー日
本企業の支援もあり、1994 年 10 月 15 日、クントゥ
ル・ワシ博物館が開館した。村民は、博物館運営と遺
跡保護を目的として非営利法人「クントゥル・ワシ文
化協会」を設立した。それ以来今日に至る 25 年あまり
の間、文化協会のメンバーはアンデスの農民特有の勤
勉さ、誠実さ、実直さをもって、このクントゥル・ワ
シ博物館を立派に守ってきたのである（図 4）。
　どの遺跡でもクントゥル・ワシと同じように博物館
を持つべきだということではない。しかし、クントゥ
ル・ワシのケースは、文化遺産の保全に地域住民の理
解と協力、そして主体的な参加がいかに重要かという
ことを示す事例であるといえるだろう。
　ペルーには素晴らしい文化遺産が数多くあるだけで
はない。大変豊かな自然資源もある。私は、ペルーの
すべての州が、その地域における自然史博物館をつく
ることを提案したい。そこで、その地域における定住
の始まりから今日に至るまでの人間の歴史や文化とと
もに、地理、地質、動物、植物などの環境に関する資
料を展示するのである。日本各地にあるこのような博
物館を、ペルーでも多くの人が訪れるようになること
を願っている。そうすれば、地域住民のアイデンティ
ティ、文化遺産と自然遺産の重要性にたいする人びと
の認識は、大いに深められることになるだろう。

図 4　クントゥル・ワシ文化協会のメンバーと筆者（2011 年）
© 東京大学アンデス調査団
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　パコパンパ遺跡は、ペルー北部高地、海抜約 2500 メ
ートルに位置する形成期の神殿遺跡である。1960 ～ 70
年代、小規模な発掘がペルー人考古学者によって実施
されてきたが、詳細なデータは発表されず、巨大な遺
構と編年との相関関係についても不明な点が多かった。
2005 年に発表者が所属する国立民族学博物館はペルー
国立サン・マルコス大学と学術協定を締結し、同遺跡
の調査を開始することになった。
　調査の目的は、これまでの日本の調査団と同様に、
文明胎動期とも言える形成期社会（前 3000 年～前 50
年）の解明にある。有名なインカ帝国よりも 4000 年以
上も前の時代である。形成期には農耕が本格化し、神
殿建設が盛んになる。つまり神殿の発掘は、文明形成
の謎を解くことにつながっていたのである。なかでも
発表者は、権力が生成されるメカニズムに強い関心を
持っている。
　これまでの調査の結果、パコパンパ遺跡では、主に
二つの利用時期が確認された。古い方からI期（前1200
年～前 700 年）、II 期（前 700 年～前 400 年）と名づけ
た。いずれも形成期に相当するが、細分するならば I
期は形成期中期、II 期は形成期後期にあたる。
　またパコパンパ遺跡は三段の基壇より構成される。
基壇間は石積みの階段で結ばれ、最上段の基壇上に重
要な構造物が集中していた。そこには、形成期神殿で
は珍しい円（筒）形の構造物（径 28m）の他、半地下
式広場（30m × 30m）やその広場の三方を囲む低層基
壇、ならびに部屋状構造物が検出されている。また、

こうした建造物は、I 期、すなわち形成期中期にほぼ
全体が完成し、続く II 期、すなわち形成期後期で、再
利用されていたことが判明している。
　とくに I 期から II 期にかけての社会の変貌は、大変
興味深い。2009 年、II 期にあたる建造物の内部から墓
が発見された。深さ 2 メートル、の地下式墓であり、
土器のほかに、金製の耳輪と耳飾りを副葬した特殊な
墓であった。被葬者は成人女性で、頭蓋変形が認めら
れた。頭蓋変形は生後間もない幼児に施す必要があり、
その意味で、被葬者は生まれながらに特別な役割、も
しくは地位が約束された人物であることがわかる。言
い換えれば社会的差異がこの頃に固定化した証拠とい
える。
　こうした貴人墓はパコパンパにとどまらない。日本
調査団がかつて発掘したクントゥル・ワシ遺跡でも確
認されている。同遺跡の墓は、前 800 年頃にあたるの
で、ペルーの北部高地では、おそらく前 800 ～前 700
年頃に権力が顕在化していくものと思われる。
　こうした成果とともに、日本の調査団が追究し、私
自身が継承してきたことがある。それは遺跡の保存で
ある。2014 年より、遺構の保存を本格的に開始し、併
せて見学ルートや解説パネルの設置を地域住民ととも
に実施してきた。現在カハマルカ州政府が進める観光
ビジターセンターの建設とともに、地域社会のシンボ
ルとして、また持続可能な観光のインフラとしての機
能を持たせることが目的である。

パコパンパ遺跡の調査と保存・活用

関 　 雄 二（国立民族学博物館）

ファン・パブロ・ビジャヌエバ （ペルー国立サン・マルコス大学）

ディアナ・アレマン（ペルー国立サン・マルコス大学）

マウロ・オルドーニェス （ペルー国立サン・マルコス大学）

ダニエル・モラーレス （ペルー国立サン・マルコス大学）
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図 3　パコパンパ遺跡基壇上の建物
©Heinz Plenge　

図 5、6　パコパンパ住民が参加した遺跡保存 © パコパンパ考古学調査団

図 1　パコパンパ遺跡の位置 図 2　ペルー北高地形成期遺跡の編年

図 4　「貴婦人の墓」の金製品　
© パコパンパ考古学調査団
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クントゥル・ワシ神殿の変容過程
　クントゥル・ワシ遺跡は、ペルー北部山地、海抜
2300 メートルの丘に位置するアンデス文明形成期の神
殿遺跡である（図 1）。大貫良夫と加藤泰建が率いる日
本調査団のメンバーとペルー人研究者の協力によって
1988 年から調査が開始され、2019 年までに 15 シーズ
ンにわたる発掘が行われている。調査によって、この
遺跡では形成期中期から末期に至る活動が明らかにな
り、イドロ期﻿、クントゥル・ワシ期、コパ期、ソテー
ラ期の 4 つの時期からなる編年が設定された。
　クントゥル・ワシでは、最初のイドロ期（前 950 ～
前 800 年）に、自然の丘の上を整形して最初の神殿が
築かれた。共伴する土器は、形成期中期の北部山地に
みられる土器と類似した特徴を示している。しかし、
次のクントゥル・ワシ期（前 800 ～前 550 年）の初め
に、この神殿に大きな変化が生じた。まず、丘の頂上
部全体を支える 3 段の擁壁が新たに築かれた。さらに、
頂上部の大基壇上ではイドロ期の建築物がすべて埋め
られ、その上にまったく新しい祭祀建築群が築かれた
のである（図 2）。神殿の中心的な建築群として、中央
広場とそれを U 字形にとり囲む基壇が作られ、象徴的
な図像を表現した石彫がこの建築群の中に設置された。

この新しい祭祀建築群の建設と同時に行われた儀礼行
為も明らかになった。その一つは、中央基壇の建設過
程における、金製装飾品（図 3）を副葬された特別な 4
基の墓の設置である。また、中央広場の最初の床下に
は、珪孔雀石やウミギクガイ製の玉などからなる奉納
品が納められた三つの穴が発見された。それまでの神
殿建築を否定し、一連の儀礼を伴うクントゥル・ワシ
期の神殿の刷新は、まさに「神殿革新」といえるもの
であった。
　続くコパ期（前 550 ～前 250 年）には、大基壇上北

クントゥル・ワシ遺跡の考古学調査と
地域住民の経験

井 口 欣 也（埼玉大学）

図1　クントゥル・ワシ遺跡とその麓に位置するクントゥル・ワ
シ博物館�© クントゥル・ワシ調査団

図 2　クントゥル・ワシ神殿復元図（クントゥル・ワシ期）�
© クントゥル・ワシ調査団

図 3　十四人面金冠（第 1 号墓�副葬品）撮影：Alvaro�Uematsu�
© クントゥル・ワシ調査団
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東側でクントゥル・ワシ期につくられた建築群の配置
や石彫が維持される一方で、 南西側では異なる方向軸
の新しい建築群が作られた。そして、建築物の改修と
新築、また床の更新も活発に行われた。祭祀品の製作
場と考えられる部屋状構造物も明らかとなった。コパ
期には、持続的な建設、儀礼、祭祀品生産活動を通じ
て、地域社会のより多くの人々を神殿に巻き込んでい
った様子がうかがえる。しかし、コパ期の最終段階に
は、中央広場などの重要な祭祀建築物が埋められ、さ
らに形成期末期のソテーラ期（前 250 ～前 50 年）にな
ると、クントゥル・ワシは神殿としての機能を完全に
失うこととなった。

クントゥル・ワシの文化遺産活用における地域住民の
経験
　クントゥル・ワシの調査プロジェクトは、常に地域
住民の協力によって支えられてきた。クントゥル・ワ
シの村民による遺跡の保護は、調査に先立つ 1970 年代
から行われてきたが、村にクントゥル・ワシの出土資
料を展示する博物館を建設したいという情熱は、調査
による特別な墓の発見が契機となってわき起こった。
そして 1993 年には、村民から構成される「クントゥ
ル・ワシ文化協会」が設立された。日本調査団は、ペ
ルー政府の許可を得てクントゥル・ワシの出土品を一

時的に日本に運び展覧会を開催、同時に博物館建設の
ための資金集めを行った。さらには在ペルー日本大使
館・日本外務省の草の根文化無償資金やリマの日本企
業の寄付も寄せられ、1994 年 10 月 15 日、村にクント
ゥル・ワシ博物館が開館したのである。クントゥル・
ワシ文化協会はペルー文化省と協定を結び、博物館運
営と出土した考古資料の展示・保管を担うことになっ
た。さらに 2000 年から 2003 年には、ユネスコ日本信
託基金による遺跡の修復保存プロジェクトが実施され、
100 人を超える地域住民が作業に参加した（図 4）。
　クントゥル・ワシ博物館の 25 年に及ぶ運営の経験の
なかで、村民の意識にも変化が見られた。ペルー全土
から、そしてはるばる外国から訪れた来館者との出会
いや対話を通じて、クントゥル・ワシ遺跡やその出土
品が「村の宝」ということにとどまらず、ペルーの、
そして人類全体にとっての重要な文化遺産なのだとい
う、その普遍的な価値を自然と認識するようになった
のである。
　博物館運営には日本調査団による学術的なサポート
だけでなく、近年では JICA による青年海外協力隊員
の派遣や「希有の会」など日本の民間団体による支援
も寄せられている。地域住民の主体的参加による文化
遺産の活用に日本の国際協力が果たした役割は大きい。

図 4　クントゥル・ワシ遺跡大基壇擁壁と中央階段の保存修復作業 © クントゥル・ワシ調査団
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　ヘケテペケ川中流域のガジート・シエゴ貯水池に近
いアマカス平原は、形成期の大規模建造物が多数集中
する点で特異である。貯水池の建造により残念ながら
多くの遺跡が失われたが、いくつかは水没を免れ、調
査可能な状態にある。一帯で最大規模のラス・ワカス
遺跡もその一つである。鶴見はこの遺跡において 2003
年より調査プロジェクトを開始し、翌年よりペルー人
考古学者カルロス・モラレスらと共同でとり組むよう
になった。この調査により、ラス・ワカス遺跡は形成
期前期（アマカス期、前 1500 ～前 1250 年）から形成
期中期（テンブラデーラ期、前 1250 ～前 800 年）にか
けての神殿であったことが分かった。またその至近に
分布する大規模建築群も可能な限り調査し、形成期前
期には神殿群が順次建てられたこと、形成期中期には
最大規模のラス・ワカスと同時に複数が併存して機能
したことが判明した。
　これらのデータから、神殿の建設と放棄の背景には
以下のような過程があったと考えるに至った。まず形
成期前期には以下の理由で神殿の移転がはじまり、や
がてそれが儀礼として繰り返されるようになった。す
なわち①豊穣祈念：水が豊富で、耕作に適した西の端
に最初の神殿は建てられた、②水害の回避：エル・ニ
ーニョ現象のときに起こる鉄砲水の被害を避けるため、
より安全な東側へ移動した、③祖先崇拝：放棄された
神殿には、塔状の大きな墓が添えられ、祖先を記念す

るモニュメント（記念碑）へと変わり、のちの神殿は
それを正面にのぞむような特別な建物を一角に組み込
むようになる、といった背景である。続く形成期中期
には、いくつもの神殿が併存するようになった。その
背景に社会組織の変化がある。それは①まずラス・ワ
カス神殿が祖先崇拝儀礼の中心地となり、それに付随
する小さな神殿が 2 つできたこと、ついで②おそらく
人口増加に伴う軋轢により、村が分裂し対岸に別の神
殿（マル・パッソ遺跡）ができたことである。そして
形成期後期（レチューサス期、前 800 ～前 500 年）に
はこれらの神殿すべてが放棄され、新たな神殿レチュ
ーサスは 5km ほど上流に作られた。その背景は研究途
上であるが、ヘケテペケ谷中流域の地域社会の内的な
要因以上に、他の地域の社会との関係が大きな要因に
なっているとの見通しが得られている。
　以上の研究成果をふまえ、それ以前の社会の様相を
解明する手がかりを求めて、鶴見とモラレスは貯水池
をはさんでアマカス平原の対岸に広がるモスキート平
原でも調査に着手した。この平原において特筆すべき
は、東端に位置する岩に彫られた、ネコ科動物（フェ
リーノ）と猛禽を組み合わせた図像の、大きな岩絵で
ある。このネコ科動物の表現は、カスマ谷やネペーニ
ャ谷など他の地域において、先土器期末期の神殿遺跡
に施されたレリーフや彫像の事例と相似していた。こ
の調査により、モスキート平原の各所に大規模建築群

テンブラデーラ
― ヘケテペケ川中流域の形成期遺跡群における調査

鶴 見 英 成（東京大学）

カルロス・モラレス （国立サン・マルコス大学）
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が発見された。そのひとつ「モスキート Z」は、内部
に小さな部屋を擁する複雑な形状の建築であることが
分かってきた。2015 年の発掘の結果、部屋の内部には
壁がんがあり、火を焚く炉が設けられていた。このよ
うな部屋の類例はアンデス北部各地の神殿遺跡に知ら
れ、先土器期に特徴的な建築形態である。また「モス
キート X」「モスキート Y」「モスキート P」などの大
規模建築群でも年代測定のための発掘を行い、形成期
早期（モスキート期、前 2000 ～前 1600 年）を通じて、
神殿建築が相互に眺望し合うような文化景観が次第に
形成されていったことが分かってきた（図 1）。神殿の

多数併存という状況は上述のアマカス平原と似ている
が、その背景は同じようには説明できず、今後精緻に
解き明かす必要がある。大規模で集約化された農耕が
この地点で大規模に展開していたと考えられ、経済活
動が大きな鍵であるとの展望を持っている。
　テンブラデーラ村周辺では 1960 年代から形成期の優
れた陶芸作品が多く盗掘され、貯水池の建設も重なっ
て、文化遺産への関心が低い。我々は現地説明会や講
演会等の活動を通じ、この地域の古代社会の豊かな実
相について地域住人に情報発信をしている（図 2）。

図 1　貯水池に浸食されたモスキート平原に展開するモスキート期の神殿建築群と岩絵

図 2　「モスキート Z」神殿に村人を招いての発掘成果説明会
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　コンゴーナの遺跡複合は、北海岸を流れるレチェ川
とモトゥペ川の水源域の近くにある。外見は細長いマ
ウンドで、そこを出自とする原位置不明の円柱状の石
彫が 2 本ある。これらは以前から知られているもので、
興味を持った我々はこの場所を調査することにした。
　2013 年の発掘では、建築物の構造が基壇の連なりで
あるとわかった。その上部の空間には、建材の流動と
倒壊により傷んだ、埋納遺構と半地下式の小規模な部
屋群が発見された。建築物に関して、宗教的な性格の
変化と対応する、二つの建築フェイズを確認すること
ができた。
　最後の時期には建築要素を再利用し、チャビン文化
と関係するであろう、たいへん高度な建築システムを
発展させた。またその仮説を裏付けるような図像を伴
う、石彫群も配置された。おそらく人間が姿を隠せる

コンゴーナ遺跡の調査

ワルテル・アルバ （ペルー国立シパン王墓博物館）

図 1　コンゴーナ遺跡の石彫（Watanabe�2010）

図 2、3、4、5、6　コンゴーナ遺跡の発掘

図 5 図 6

地下の小空間群は、神託所として機能したのだと考え
られる。

図 2 図 3 図 4
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　インガタンボは、ワンカバンバ川の南岸に位置する
神殿遺跡である。行政上はカハマルカ州ハエン郡ポマ
ワカ地区に属する。遺跡のすぐそばを流れるワンカバ
ンバ川は、ピウラ州の山岳地帯に端をはっし、はじめ
は南へ、そして次に東へと進みながら、熱帯低地のチ
ャマヤ川やマラニョン川へと注ぐ河川である（図 1）。
　そのため、ワンカバンバ川流域は海岸、山地と熱帯
低地、そして様々な山地間の交流を考察する際に、自
然の回廊かつ戦略的な地域として位置づけられてきた。
また、北部熱帯低地のハエン地方をふくむ、ワンカバ
ンバ川流域の北側に広がる地域は、中央アンデスと北
部アンデス間のフロンティアや文化的境界、あるいは

両者の狭間として、従来考えられてきた。
　この意味において、ワンカバンバ川流域は、先史か
ら現在にいたるまで地政学的重要地に位置していると
いえる。また、インガタンボは、ペルー最北部で最大
規模をほこる重要な祭祀センターであり、地域間交流
の中心地でもある。
　われわれは、2006 年以来、インガタンボ遺跡で発掘
調査を中心とした研究活動を実施してきた。そして、
形成期に属する 3 つの時期の存在を明らかにし、それ
ぞれワンカバンバ期（紀元前 2500 ～ 1200 年）、ポマワ
カ期（紀元前 1200 ～ 800 年）、インガタンボ期（紀元
前 800 ～ 550 年）と名づけた（表 1）。なお、インガタ

インガタンボ
―﻿形成期における北のフロンティア、

社会開発のポテンシャル

山 本 　 睦（山形大学）

図 1　インガタンボ遺跡全体図
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表 1　インガタンボ遺跡と関連遺跡の編年

ンボでは、形成期以外に、インカ期の活動が存在した
ことも明らかになっている。
　発掘調査の結果、インガタンボの社会変化に際して、
ワンカバンバ川流域の社会動態、とくに、祭祀建造物
の建設活動や地域内・地域間交流が重要な役割をはた
したことが明らかとなってきた。これらは、インガタ
ンボの社会戦略の一環であったと考えられる。
　インガタンボでは、ペルー北部山地のクントゥル・
ワシやパコパンパといった遺跡と同じく、紀元前 800
年頃に社会組織や技術革新をふくむ、非常に大きな社
会経済的変化が生じた。しかし、インガタンボの状況
はクントゥル・ワシやパコパンパと大きく異なる。イ
ンガタンボは、インガタンボ期以降になってより顕著
に、ペルー北部の地域間交流網に組み込まれていき、
ペルー北部山地の主要センターであるクントゥル・ワ
シやパコパンパからの影響を強くうけながら、変化を
遂げたと考えられるのである。
　これまで述べてきたように、インガタンボは、クン
トゥル・ワシとパコパンパ、あるいは北部熱帯低地や

北部海岸部の諸遺跡との交流において、戦略的なポジ
ションにあった。このような状況は現在においてもみ
ることができ、ペルー北部海岸のチクラーヨ市と北部
熱帯低地のハエン市を結ぶ幹線道路が、インガタンボ
の近くを通っている。そのため、インガタンボ遺跡を
保存整備し、公開・活用していくための下地はそろっ
ているともいえる。
　その一方で、インガタンボのプロジェクトは、調査
の開始以来、地元の人々や自治体の支援や協力をうけ
ながら、実施してきたという経緯がある。そして、と
くにポマワカ地区の教育機関と調整を行うことで、地
元住民、とくに幼稚園から高校生までを中心とした遺
跡見学会を企画してきた。現時点では、調査後に発掘
区の埋め戻しをおこなっているため、われわれの調査
時を除いて、インガタンボで遺構を目にすることはほ
とんどできない。しかし、大規模な神殿遺跡かつ大都
市からのアクセスも比較的良好なインガタンボは、将
来的に、修復保存をふくめたプロジェクトを行ってい
く可能性を秘めた遺跡であるといえよう。
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

　アマゾンに生活する人々については、半裸の状態で、
狩猟や漁労、野生植物の採集をおこなうバンドや部族
に属する人々であるといったようなイメージが常にも
たれてきた。また、アマゾンの土壌の不毛さや深い植
生は、集約的な農耕の発達を妨げた主要因であるとさ
れ、それによって、ペルーの海岸部や山岳地帯でみら
れたような高度な文化をもつ複雑社会が出現しなかっ
たとも考えられてきた。しかし、わたしがカハマルカ
地域のモンテグランデ遺跡において実施した考古学調
査（2010 ～ 2018 年）によって、現実世界と超自然的
世界のさまざまな領域を表現した螺旋形の複雑な建造
物が発見された。神聖なイデオロギーの下で構築され
たと考えられる。生のはじまりとおわりが収束したよ
うにもみえる螺旋形の建造物の中心部には、神殿の宗
教的ヒエラルキーの最上位にあった人物が埋葬されて

おり、約 5300 年前という世界最古のカカオの痕跡もみ
つかっている。
　モンテグランデ遺跡における上記の発見の社会的影
響は大きく、その成果は、ペルー国内のテレビや新聞、
雑誌だけでなく、チリ、ドイツ、ブラジル、イタリア、
スペインの雑誌といった多くのメディアにもとりあげ
られた。アメリカ合衆国の雑誌のなかには、モンテグ
ランデ遺跡に関する 9 ページの特集記事を組んだもの
もある。また、2018 年 10 月 6 日には、アメリカ合衆
国ニューヨーク州グレンコーブ市で、ティモシー・テ
ンケ市長とニューヨーク州議会議員のチャールズ・D・
ラヴィーン氏から表彰もされた。さらに、2013 年 8 月
に上海で開催された中国科学アカデミーの考古学フォ
ーラムでは、その年の世界における考古学の 10 大新発
見の 1 つに、モンテグランデが選ばれている。

カハマルカ州ハエン郡のモンテグランデ
遺跡の考古学調査とその社会的影響

キリーノ・オリベラ（ペルー・アマゾン学術調査協会）

図 1　モンテグランデ遺跡のらせん状構造物 図 2　ドローンで撮影したらせん状構造物
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図 3　らせん状構造物の平面図

図 4　ラス・フンタス遺跡の発掘
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

ナスカ台地の現地調査
　ナスカ台地は、河谷と山に囲まれている。台地の北
にはインヘニオ河谷、南にはナスカ河谷があり、両河
谷は台地の西で合流する。一方、台地の東にはアンデ
ス山脈が広がっている。ナスカ台地で最初に地上絵が
制作されたのは形成期末期である。当時の人々がナス
カ台地を縦断するために用いたルートは、3 種類ある。
これらのルートは地上絵と密接に結びついていたこと
が、現地調査によって明らかになった。
　一つ目のルートはナスカ台地の東部を通る。丁度、
アンデス山麓にある丘の近くを通過する。このルート
の北端にはインヘニオ河谷のエストゥディアンテス遺
跡があり、南端にはナスカ河谷のラ・ティサ遺跡があ
る。このルート上には、「ラクダ科動物の地上絵」、「ア
ヒルの地上絵」、「宇宙飛行士の地上絵」が分布してい
る。これらの地上絵は丘の斜面に描かれているので、
付近の平地に立てば、そこにどのような地上絵が描か
れているのかを把握することができる。また、これら
の地上絵は等間隔に分布しているので、ナスカ台地を
移動する際の目印であったと考えられる。
　二つ目のルートは、ナスカ台地の西部にある複数の
小道である。小道沿いには、小型の動物地上絵が複数
分布している。これらの地上絵はゆるやかな斜面部に
描かれたので、人間の目の高さからでもその形を認識
することができる。そこでこのルート上の地上絵も、
台地を移動する際の目印だったと考えられる。小道上
に分布する土器を分析した結果、このルートは形成期
末期から後期中間期まで利用されたことが判明した。
　三つ目のルートは 3 本の「直線の地上絵」によって
構成されている。全長約 15 キロで、幅は 20 ～ 40m で
ある。このルートの北端にはインヘニオ河谷のラ・ベ
ンティーヤ遺跡があり、南端はナスカ河谷の源流であ
るアハ川とティエラス・ブランカス川が合流する地点
である。川の合流地点は、現代のアンデスの民族誌で

は「ティンクイ」と呼ばれる聖域である。このルート
も形成期末期の土器から後期中間期まで使われたこと
が、分布していた土器の分析から明らかになった。
　以上より、ナスカ台地を縦断する際に、移動ルート
から小型の動物の地上絵を見る行為が、形成期末期か
ら重視されたことは明らかである。一方、ナスカ前期
になると、地上から全体像を一望できないほど巨大な
動植物の地上絵が制作された。このタイプの地上絵は、
その後、直線の地上絵によって切断される場合が多い。
これは形成期末期の地上絵には見られない現象である。
ナスカ台地における地上絵をめぐる活動は、地域社会
の住民間の社会関係を表象するために行われたのでは
なく、これらの活動によって現実社会に影響を与える
ことが意図されたと考えられる。
　形成期の地上絵は 1500 年以上にわたって、ナスカ台
地周辺に住む人々に影響を与え、台地を歩いたり、地
上絵を見たり、地上絵を切断したり、地上絵で土器を
破壊するように人々を駆り立ててきた。これらの活動
を通じて、住民は従来の社会関係を受け入れたり、否
定したり、新たな関係を築いたと考えられる。そのた
め、ナスカの地上絵は、1500 年以上にわたって、この
地域の住民にとって不可分の存在であった。

アハ地区の地上絵の保護活動
　山形大学ナスカ調査団は、ナスカ市街地のすぐ近く
にあるアハ地区で発見した地上絵を保護するための活
動をここ数年実施している。この地区にある丘の斜面
には、40 点以上のラクダ科動物の地上絵が集中的に描
かれている。これらの地上絵を保護するための活動を、
ペルー文化省との間で締結した特別協定に基づいて実
施している。まず、アハ地区の地上絵が分布する区域
に境界杭と標識を設定した上で、地上絵を保護するた
めの遺跡公園を建設した。その一方で、この地区に分
布する地上絵を適正に保存するための方法を開発する

ナスカ台地の調査とアハの地上絵の保存活動

坂 井 正 人（山形大学）

ホルヘ・オラーノ（パリ第 1 大学）
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ために、日本とペルーの保存科学の専門家と共同で現
地調査を実施している。

図 1　ペルー南海岸とナスカ台地

山　　　　　▲　Ａ：カレーラ山、Ｂ：ポング山、
考古遺跡　　★　Ｃ：エストゥディアンテス遺跡、Ｄ：ラ・ティサ遺跡
　　　　　　□　 1 ：ベンティーヤ遺跡、 2 ：カワチ遺跡
地上絵　　　①“ラクダ科動物”、②“アヒル”、③“宇宙飛行士”

図 2　ナスカ台地および周辺部における地上絵・考古遺跡・山
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

　パルパの地上絵はペルー南海岸イカ州の砂漠台地と
斜面に分布し、ナスカの地上絵に次いで、二番目に地
上絵が集中している。またナスカの地上絵と同様に、
1994 年にユネスコの世界遺産リストに登録された。
　パルパの地上絵は、ナスカの地上絵と同じ文化伝統
に属し、文化的に重要な表現形式である。パルパの地
上絵は、パラカス期（前 800 ～前 200 年）とナスカ期

（後 1 ～ 650 年）というアンデス文明の主要な時期に繁
栄した。また両時期の中間期であるトパラ期（前 200
～後 1 年）にも繁栄した。
　パルパの地上絵の中で際立っているのは、ナスカの
地上絵と同様に、直線、台形、具象的な図像である。
特に動物図像、擬人的な図像はパルパ谷に接する山や
台地の斜面に描かれ、世界的な有名なナスカの地上絵
よりも全て古い。
　ナスカの地上絵の保護に生涯を捧げた有名なドイツ
人研究者マリア・ライヘが、ポール・コソックと一緒
に 1940 年代にパルパで調査を開始したのはパルパであ
る。このことを考慮に入れると、1926 年に地上絵は学
術的に発見されて以来、パルパの地上絵はあまり調査
されていないことになる。この意味では、パルパ地区
にあるクレスタ・デ・サクラメントの地上絵を最初に
図面化して研究したハンス・ホルクハイマーの業績

（1947）は際立っている。
　1940 年代以来、マリア・ライヘの歩みをたどってみ
ると、その研究と調査の大部分はナスカ台地に集中し、
そこでサル、クモ、ハチドリなどの目立つ地上絵を発
見した。この点において、マルクス・ラインデルを団
長とするナスカ・パルパ考古プロジェクトによって実
施された研究は優れている。このプロジェクトでは、
パルパの地上絵の大部分を登録・記録した。またこの

仕事を、カルシュテン・ランベルズはさらに展開して、
詳細な分析を行った。これらの研究が基礎になって、
パルパの地上絵は、水の儀礼と豊穣と関係する文化景
観の一部となっていることが明らかになった。同様の
ことはナスカの地上絵についても言える。
　一方、ペルーにとって長い間忘れられた場所であっ
たパルパの地上絵は、ナスカの地上絵とともに、人間
活動による破壊を含む様々な影響を受けてきた。公共
事業や私的な工事、農地の拡大、公式・非公式な鉱山
開発などによって、地上絵に取り返しのつかない被害
を与えてきた。
　こうした状況を踏まえれば、現時点ではこれらの事
実を列挙するだけでは十分ではない。過去にさかのぼ
ることができないので、行動することが一番大切であ
る。このような観点から、文化省は、私が担当する管
理計画を通じて、無計画な都市と農村の拡大が観察さ
れる地域において、考古遺跡と古景観の境界画定と標
識設定に関する具体的な行動をパルパ市において実施
してきた。
　特に計画されていない都市と農村の成長が観察され
る地域において、パルパ州における遺跡と風景の境界
画定とマーキングに関する具体的な行動を取ってきた。
同時に、地上絵の主要なグループをきれいにして保存
する作業が始まった。同時に、主要な地上絵の価値を
高めるために、それらをきれいにして保存する作用が
はじまった。
　最後に、地上絵の研究・保存・修復ははじまったば
かりだが、短期間のうちにナスカと同じレベルに達し
たいと考えている。ドローンを用いた地上絵の登録は
まだ新しく、調査研究と保護活動の過程で導入された
にすぎない。

パルパの地上絵の調査・管理・保護

ジョニー・イスラ・クアドラド
（ペルー文化省ナスカ－パルパ地区管理計画事務所）
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図 1　地上絵の保護地区 図 2　パルパの地上絵（パラカス期）

図 3　シャチの地上絵（パラカス期）修復作業完了前 図 4　シャチの地上絵（パラカス期）修復作業完了後
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

　アンデス考古学において、形成期中期から後期（前
1200 ～前 250 年）という時代は、神殿を中心として社
会が営まれ、階層化や分業などのより複雑化した社会
組織が出現する重大な画期であったとされている。こ
のような変化は、ペルー中央高地の大神殿、チャビン・
デ・ワンタル遺跡にちなんでチャビン現象と呼ばれて
いるが、日本調査団によるペルー北高地のクントゥル・
ワシ遺跡、パコパンパ遺跡の長期にわたる調査から得
られたデータはこのような変化がチャビン・デ・ワン
タル以外の他地域においても生じたことを実証的に示
し、地域的多様性の重要性を新たな問題として提起し
ている。
　このような学史の流れの中にあって、ペルー中央高
地南部の同時期はこれまで半世紀もの間、「周縁」ある
いは「村落社会」などとみなされ、中央高地、北高地
をはじめとする他地域で起きた社会発展から取り残さ
れた地域であるとみなされてきた。その一方で近年の
理化学的分析の進展により、同地域はチャビン現象の
中で遠隔地間交易の主要な産物であった黒曜石と辰砂
の産地であることが明らかとなっており、「遠隔地交易
の重要地域」と「社会発展に取り残された周縁」とい
う二つの両立できない視点が併存する状況であった（図
1）。そこで発表者は、中央アンデスの先スペイン期に
おいて最も重要な黒曜石産地であるキスピシサ鉱山が
位置するアヤクチョ地方に焦点を当て、2007 年からカ

アンデス中央高地はチャビン現象の周縁か？
― アヤクチョ地方の新たな発見より

松 本 雄 一（山形大学）

ユリ・カベロ・パロミーノ（ペルー国立サン・マルコス大学）

図 1　ペルー中央高地南部とカンパナユック・ルミ遺跡
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ンパナユック・ルミ遺跡と周辺遺跡の踏査を行ってき
た。
　これまでの 5 シーズンにわたる調査によって、カン
パナユック・ルミが、中央高地南部においては最大級
の規模を有する神殿であり、その歴史が中央高地のチ
ャビン・デ・ワンタルと密接な関係にあることが示さ
れた。カンパナユック・ルミは、前 1300 年頃には、小
規模村落として成立していたが（先プラットフォーム
期：前 1300 ～前 950 年）、前 950 年頃にチャビン・デ・
ワンタルの建築的な影響を受けた U 字型の大規模神殿
を中心とした社会に変容する（カンパナユック I 期：
前 950 ～前 700 年）。前 800 ～前 700 年頃には、よりチ
ャビン・デ・ワンタルの影響が強まり、建築以外にも
物質文化の様式や儀礼行為の実践の点で類似性が強ま
る（カンパナユック II 期：前 700 ～前 450 年）。注目
すべきはこのような変化が、チャビン・デ・ワンタル
のみならず、パコパンパ遺跡やクントゥル・ワシ遺跡
で確認された社会変化のプロセスと軸を一にしている
という点である。特に、「前 800 ～前 700 年頃を境とし
て個人に対応する装飾品の出土や副葬品を伴った埋葬
が出現し（図 2）、社会の階層化を示すデータが明らか
に増加する」点は、上記の大神殿での発掘データと明
確に対応しており、アヤクチョ地方がチャビン現象の

中で「周縁」のイメージでとらえることができないこ
とを示している。
　このような新たな成果は、同地域の形成期遺跡の文
化財としての価値をも変容させつつあると言える。ア
ヤクチョ地方全体としてはワリ帝国（後 600 ～ 1000
年）に関わる遺跡、遺物が文化財として注目されてお
り、地元のビルカスワマン郡ではインカ帝国とそのラ
イバルと目されたチャンカ文化の遺跡に関心が集まっ
ている。このような脈絡においてカンパナユック・ル
ミの調査成果は、形成期神殿の文化財としての価値を
示すものとして認識されつつあり、人々が訪れる場所
になりつつなる。しかし一方でその文化遺産としての
活用は今後の重い課題として残されていると言わざる
を得ない。見学者のための遺跡自体の整備も不十分な
ものであり、さらに博物館に収める価値のある出土遺
物の多くは未だに十分に活用されていない。日本やペ
ルーの調査団を中心として行われた重要なプロジェク
トにおいては、このような学術的成果が文化財の保護
と活用に適切に用いられることで、現代の地域社会に
貢献できることが示されており、アヤクチョ地方の形
成期神殿に関してもその可能性が認識されるべきであ
ろう。

図 2　カンパナユック II 期出土の金製品



37

1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

　世界には多様な考古遺跡がある。大きく 2 つに分け
ることができる。1 つは地表から見える遺跡であり、ピ
ラミッド、基壇を伴う神殿、チュルパなどが例である。
もう 1 つは地表からは見えない埋もれた遺跡であり、
例として、縄紋文化の竪穴式住居、墓地などが挙げら
れる。この発表では、この 2 つのグループの遺跡を比
較して、観光における遺跡の意味を考察する。ペルー
北部高地カハマルカを事例とする。
　カハマルカ地方にはワカロマ、ライソン、チョンド
ルコなど、地表から見えるマウンドタイプの遺跡が多
くあり、また埋もれた遺跡も多くある。タンタリカは
カハマルカ地方における最も保存状態の良い遺跡の 1
つである。屋根付きの壁、木製楣付きの壁龕、などが
ある。この遺跡を訪れ歩いてカハマルカの歴史を想像
することは価値あることである。しかし、この遺跡は
とても遠いところにあり行くのが難しい。周りに人が
住んでいないため、保存状態が良いのである。一方、

カハマルカ盆地ではバーニョス・デル・インカ遺跡な
ど埋もれた遺跡が多くある。この遺跡は地表からは何
も見えないが、カハマルカ中期の大遺跡である。都市
部に位置し、保存状態は悪い。放棄された時に完全に
埋められている。カハマルカ盆地内には地面の下に埋
もれた遺跡が多くあると考えられる。もう 1 つの例は
エル・パラシオ遺跡である。地表からはほとんど何も
見えないが、100 ヘクタール以上の広がりを有する。こ
の遺跡はクスコのように現在人々が生活している村の
中にある。
　観光客にとって、地表から見える遺跡がより魅力的
である。しかしそうした遺跡はしばしば遠い場所にあ
るため訪れるのが難しい。一方、町のそばには埋もれ
た遺跡が多くあるが、地表から何も見えないため、観
光客が理解できるようにするためには発掘の後に復元
をする必要がある。いずれにせよ、過去のイメージは
保存状態、考古学者による復元にかかっている。

地上の遺跡と埋もれた遺跡
― 遺跡観光に関する一考察

渡 部 森 哉（南山大学）

図 1　北部山地カハマルカ州の遺跡

図 2　エル・パラシオ遺跡

図 3　タンタリカ遺跡
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　後 700 ～ 850 年にペルー北海岸のモチェ社会は崩壊
した。モチェ社会の崩壊と、その後のランバイェケ国
家、チムー国家の成立の間の移行期に新たな文化が形
成された。モチェ社会の崩壊と、カハマルカやチャチ
ャポヤスの南などペルー北部高地においてワリ文化の
最初の証拠の出現は同時期である。時期が一致するの
は単なる偶然かもしれないし、モチェの威信と影響が
減少した後に空白期があるため見かけ上一致すると見
えるのかもしれない。もっとあり得るのは、拡張と崩
壊という 2 つの現象が、コインの裏と表の関係にあり、
崩壊が原因で拡張が結果である（あるいは拡張が原因
で崩壊が結果である）という可能性だ。ワリの存在は
北海岸の 8 世紀から 9 世紀にかけて起こった大混乱に

変貌の時代
―﻿ヘケテペケ川流域のモチェ社会の崩壊におけるワリと

カハマルカの役割

ルイス・ハイメ・カスティーヨ （ペルー・カトリカ大学）

おける唯一の現象ではない。南のモチェ国家の北への
拡張はモチェ V 期の土器と共伴しており、その証拠は
特にパンパ・グランデ遺跡に見られるが、ヘケテペケ
川流域にも少し見られる。こうした国家の拡張は、中
期ホライズンの初期を特徴付ける大変革を表す別の現
象である。
　この時期に優位に立つ他の主体は、カハマルカであ
る。カハマルカは文化的相互交流、新しいアイデンテ
ィティーの形成において重要であり、目立つ存在であ
り、特にヘケテペケ川の北部で顕著であった。この短
い報告では、問題の射程、これらの現象が示す物質的
現れ、この時期の文化的相互交流が生み出した結果、
について述べ、モチェの崩壊の原因を素描する。

図 1　サン・ホセ・デ・モロ遺跡の位置

図 2　サン・ホセ・デ・モロ遺跡

図 3　サン・ホセ・デ・モロ遺跡出土のカハマルカ様式の
土器
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

リマ　ポスター発表パネル

日本調査団が発掘した遺跡（1958～2019）

日本調査団が発掘した代表的な遺跡。左からワカロマ、クントゥル・ワシ、パコパンパ。
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会場のようす

オープニングセレモニー

土屋大使への説明

シンポジウムの発表者

基調講演

テレビ局のインタビュー

シンポジウムの会場
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1．シンポジウム『文化遺産研究と実践の最前線』

報道

Prensa Nikkei 2019 年 8 月 14 日

Peru Shinpo 2019 年 8 月 15 日
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展示
『カハマルカにおける日本調査団 
――40 年におよぶ考古学調査』

実施期間　2019 年 9月 5日～ 2020 月 8月上旬（予定）
実施会場　文化省カハマルカ支局、カハマルカ市

主催：�国立民族学博物館・文化庁・在ペルー日本大使館・ペルー文化省・日本考古
学調査団

共催：文化遺産国際協力コンソーシアム
協力：古代アメリカ学会

2

　ペルー北部高地カハマルカ州の州都カハマルカ市において展示を実施した理由は、カハマルカ州が、1979
年以来、日本調査団が継続して調査を実施してきた場所であり、本年で 40 周年を迎えたためである。会場
はペルー文化省が無償で提供する形となったが、展示および警備については日本側が負担することとなっ
た。
　文化省カハマルカ支局が事務所を構えるベレン教会複合内の旧男性用病棟という歴史的建造物内を利用
した展示では、第 1 室において、1958 年以来の日本調査団の歩みや、過去に調査に加わった両国の団員か
らのメッセージなどが披露された。展示空間の大半を占める第 2 室では、40 年間の発掘調査によって得ら
れた出土品を展示した。
　9 月 5 日の開幕式には、土屋定之特命全権大使、文化省文化遺産課長、カハマルカ州知事、カハマルカ
市をはじめとする複数の市長が参列し、挨拶をするとともに、日本調査団に対して数多くの表彰が行われ
た。引き続き、大貫良夫による記念講演が行われ、土屋定之特命全権大使、文化省文化遺産課長、カハマ
ルカ州知事、關雄二によるテープカットにより展示の公開が開始された。
　当初、会期は 3 ヶ月ほどを予定していたが、2 ヶ月間で 3 万人の入館者を数え、現地のメディアでも大
きく取り上げられるなど反響が大きいため、ペルー文化省側から会期延長の希望が表明され、現在のとこ
ろ、2020 年 8 月上旬まで延長する予定となっている。
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展示場平面図
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2．『カハマルカにおける日本調査団――40 年におよぶ考古学調査』

開幕式

開幕セレモニー

大貫良夫教授による基調講演

カハマルカ州知事より表彰を受ける関（左）と大貫（右）

基調講演に耳を傾ける聴衆
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テープカット展示場入口

関による展示の説明
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2．『カハマルカにおける日本調査団――40 年におよぶ考古学調査』

導入部の展示②

パコパンパ遺跡コーナー①

パコパンパ遺跡コーナー③

導入部の展示①

クントゥル・ワシ遺跡コーナー

パコパンパ遺跡コーナー②

展示場の風景
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展示パネル抜粋

第 2 代日本調査団長 泉靖一の足跡

第 3 代日本調査団長 寺田和夫の足跡
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2．『カハマルカにおける日本調査団――40 年におよぶ考古学調査』

クントゥル・ワシ博物館

パコパンパ遺跡の保存活動
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シンポジウム 
『過去と現在の狭間で 
――ペルー北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

実施日時　2019 年 9月 6日（金）　10：15～ 18：00
実施会場　文化省カハマルカ支局、カハマルカ市

主催：�国立民族学博物館・文化庁・在ペルー日本大使館・ペルー文化省・日本考古
学調査団

共催：文化遺産国際協力コンソーシアム
協力：古代アメリカ学会

3

【プログラム】

10：15～10：30
挨拶　ロクサナ・ジュディ・パディーヤ・マルカ ペルー文化省カハマルカ支局長
挨拶　土屋定之　駐ペルー日本特命全権大使

10：30～12：30　セッション 1：カハマルカ文化と北海岸
司会：関雄二（国立民族学博物館）

「イスココンガのカハマルカ人―前 50～後 550 年のカハマルカ民族に関する近年の調査」
ソルシレ・クシカンキ（ハーバード大学）

「カハマルカ 3000 年間の空間と実践を再構成する―カリャックプーマ遺跡複合の新調査」
パトリシア・チリーノ・オガタ（カリフォルニア大学サンタバーバラ校）
ジェイソン・L・トゥーヒ（ワイオミング大学）

「ワリ期とインカ期のカハマルカ地方」
渡部森哉（南山大学）

「チョトゥーナ＝チョルナンカップ複合遺跡―考古学調査、保存とコミュニティによる文化遺産の
価値づけ」

カルロス・ウェステル・ラ・トレ（ペルー国立ブルーニング考古学博物館）

12：30～14：30　昼食

14：30～16：00　セッション 2：ヘケテペケ谷の考古学
司会：山本睦（山形大学）

「クントゥル・ワシ遺跡調査と持続可能な文化遺産保護」
井口欣也（埼玉大学）

「ヘケテペケ中流域における調査―ラス・ワカス、モスキート、レチューサス遺跡」
鶴見英成（東京大学）
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カルロス・モラレス（ペルー文化省）
ラウル・チョラン（国立トルヒーヨ大学）

「ウディマとコンゴーナ―北部山地の形成期の神殿」
ワルテル・アルバ（ペルー国立シパン王墓博物館）

16：00～16：15　休憩

16：15～17：45　セッション 3：カハマルカ中北部の考古学
司会：井口欣也

「パコパンパ―14 年間の調査と文化遺産保護」
関雄二（国立民族学博物館）
ファン・パブロ・ビジャヌエバ（国立サン・マルコス大学）
ディアナ・アレマン（国立サン・マルコス大学）
マウロ・オルドーニェス（国立サン・マルコス大学）
ダニエル・モラーレス（国立サン・マルコス大学）

「インガタンボ考古学プロジェクト―その軌跡と住民との関係」
山本睦

「ペルー北東部で展開中の二国間をまたぐ考古学調査」
キリーノ・オリベラ（ペルー・アマゾン学術調査協会）

17：45～18：00　
挨拶　大貫良夫（東京大学）
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3．シンポジウム『過去と現在の狭間で――ペルー北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

　ペルー・アンデスの北部に位置するカハマルカ盆地
は古い時代から現在まで、人と物が行き交う場であっ
た。これはアンデスの地理の中で戦略的な場所に位置
しているためである。カハマルカは様々な環境帯にア
クセスしやすい自然の飛び地である。カハマルカ文化

（前 100 ～後 1460 年）は、山地で採れるカオリン粘土
を用いた特徴的な白色土器によって特徴付けられ、カ
ハマルカの人々は行った先々でその土器を残した。ア
ンデスの広い範囲にこの文化の証拠はあり、これまで
多くはその境界の外側から研究され説明されてきた

（Bernuy﻿y﻿Bernal﻿2008;﻿Bracamonte﻿2015;﻿Fernández﻿
Alvarado﻿ et﻿ al.﻿ 2014;﻿ Montenegro﻿ 1993;﻿ Tsai﻿ 2012,﻿
Uceda﻿y﻿Morales﻿2014）。カハマルカについてはワリ
やインカなどの他集団の権力の拡張の結果という枠組
みの中で、二次的に説明されてきた（ Castillo﻿2000;﻿
Chirinos﻿ 2014;﻿ Castillo﻿ y﻿ Cusicanqui﻿ 2016;﻿ Jennings﻿
2010;﻿ Rosas﻿ 2010;﻿ Rucabado﻿ y﻿ Castillo﻿ 2003,﻿
Watanabe﻿2001）。しかし、カハマルカ文化の成立期
にあたるカハマルカ早期、前期、中期のカハマルカの
文化動態の複雑性を理解する研究は極めて少ない

（Joff﻿re﻿ 2013;﻿ Matzumoto﻿ 1993;﻿ Ravines﻿ 1983,﻿ 1985;﻿
Seki﻿1998,﻿2014;﻿Terada﻿y﻿Onuki﻿1985;﻿Toohey﻿2011;﻿
Watanabe﻿2007,﻿2009）。発表者の研究目的は、アンデ
ス世界におけるカハマルカ盆地の役割を評価すること
であり、カハマルカ文化の人々の起源から拡張期（前
50- 後 750 年 ;﻿カハマルカ早期、前期、中期）までを対
象とすし、周縁ではなく、カハマルカ文化の中心に焦
点を当てる。カハマルカを東西南北の様々な地域から
の合流点として捉え、ペルー国境付近の地域との関係
のみならず、それを越えたエクアドル山地との繋がり、
影響にも焦点を当てる。
　カハマルカ文化の早期から中期を対象とし、カハマ
ルカ社会の性質をより理解するため、3 年前からイス
ココンガ遺跡の調査を行うことにした。この遺跡につ

いてはグロブマンとラビーネスによる先行研究がある
（Grobman﻿y﻿Ravines﻿1985）。この遺跡は 2 つの地区
に分かれ、1 つは丘の上部の A 区で、もう 1 つは丘の
下部に位置する B 区である。遺跡の性格、空間構造を
理解し、機能を特定し、年代を知ることを調査の主目
的とした。この遺跡は形成期に始まりカハマルカ中期
まで続く。地表でカハマルカ後期の証拠が見つかって
いるが、残念ながら農作業によって破壊されてしまっ
ている。
　イスココンガは工芸品製作、住居、そしておそらく
ビクーニャの供犠を伴う祭祀儀礼活動の空間を伴う。
ここにはカオリン粘土で上塗りをされた石の建築物が
あり、主に土器製作に用いられるカオリン粘土とカハ
マルカ社会の間の密接な関係を示している。この遺跡
で最も多く見つかっている遺物は土器であり、カハマ
ルカ前期のイスココンガ装飾様式、カハマルカ・クラ
シック・カーシブの土器が目立つ。約 80％が丁寧に整
形されたカオリン製の碗であり、他に、瓶、短頸壺、
土製皿、コラドール（漉し器）といった粗製土器があ
る。カハマルカ前期の野焼き施設が確認されており、
そこでは顔料、使用痕のある臼、土器片などが見つか
っている。予備的な分析から、紋様に多様性があるこ
とが判明しており、土器製作者が多様であったことと
関係している可能性がある。つまり装飾モチーフの規
格化とは反対の動きである。土器製作のプロセスに多
くのアクターが関わっており、単独のあるいは特定の
集団が土器製作を担っていたわけではないと言えるだ
ろう。
　ラクダ科動物、シカ、クイの骨も大量に出土してい
る。トウモロコシの粒、穂軸、インゲン豆、その他の
種子も出土している。カニのハサミ、魚の骨などの外
来の要素も、床上、あるいは覆土から見つかっている。
成人男性の墓が 1 基検出されており、海棲のカニのハ
サミを副葬品として伴っていた。この人物には頭蓋変

イスココンガのカハマルカ人
―前 50 ～後 550 年のカハマルカ民族に関する近年の調査

ソルシレ・クシカンキ （ハーバード大学）
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形の痕跡があった。頭蓋変形の証拠は
より標高の高いクンベマーヨ遺跡やハ
ムカテ地域でも見つかっている。外来
遺物としては他に黒曜石の剥片があり、
その原産地はペルー南部である。この
遺跡ではカハマルカ早期から黒曜石が
見つかっている。イスココンガには
様々な空間があり、大部分は日常生活
の場であった。ここで人々は日々儀礼
を繰り返し、カハマルカ人としてのア
イデンティティーを物質化した。それ
は政治経済構造を保持し、再確認する
建築単位であった。

図1　カハマルカ盆地における遺跡分布、および「カハマルカ考古学プロジェクト
2019」で調査した粘土の原産地。イスココンガは中心に位置する。

図 2　遺跡の断面図。形成期からカハマルカ中期 A-B までの利用が確認できる。

図 3　カハマルカ前期、中期の土器。イス
ココンガ装飾様式。

図 4　イスココンガで実施された発掘の全体写真。
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3．シンポジウム『過去と現在の狭間で――ペルー北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

　カハマルカ盆地の北東部に位置するカリャックプー
マの丘は、洞窟があり岩絵が集中する大遺跡複合とし
て地元では知られている。しかしそれだけではない。
少し歩くだけで、丘の頂上や斜面に多くの構造物が広
がっていることが分かる。それらはカハマルカ盆地の
文化編年の様々な時期に対応する。2015 年にカリャッ
クプーマ遺跡複合の調査を開始した。同遺跡複合は、
少なくともワカロマ後期（前 1000 ～）から植民地時代
初期（後 1550 年頃）までの痕跡が認められる、長期間
にわたって利用された数少ない遺跡の 1 つである。
　これまでの調査はカリャックプーマ遺跡複合の 3 つ
の箇所に集中して行った。それは、洞窟 1（プマウシ
ュコ）、北斜面の居住域、頂上の円形構造物、の 3 つで
ある。現在までの調査結果と出土遺物の分析から、食
糧の貯蔵や調理のための居住空間、外来の遺物が出土
しアクセスの制限された儀礼活動空間、が確認されて
いる。こうした証拠から、カリャックプーマ遺跡複合
は、3000 年間にわたるカハマルカ人の日常生活を映し 図 1　カリャックプーマ遺跡複合の頂上部の円形構造物

図 2、3　カリャックプーマ遺跡複合の南斜面の洞窟 A の発掘調査

出していると言える。さらに、その歴史の大部分の間、
カハマルカの景観において社会政治的、儀礼的に重要
な遺跡であった。

カハマルカ 3000 年間の空間と実践を
再構成する
― カリャックプーマ遺跡複合の新調査

パトリシア・チリーノ・オガタ（カリフォルニア大学サンタバーバラ校）

ジェイソン・L・トゥーヒ（ワイオミング大学）
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　カハマルカ文化はカオリン土器製作
に特徴付けられ、前 50 年頃からスペイ
ン人が侵入した後 1532 年まで発展し
た。カハマルカ地方は後 9 ～ 10 世紀に
はワリ帝国の支配下にあったが、カハ
マルカ文化の土器製作伝統は保持され
た。これはレクワイやモチェなどの他
の文化とは異なる点である。同じパタ
ーンはインカ期にも認められ、カハマ
ルカ文化はインカの支配下で大きな変
化を被らずに存続した。
　本発表では、発掘データを提示して、
カハマルカ文化の特徴、およびワリ、
インカとの関係を説明する。先スペイ
ン期アンデスでは、精製土器が大量に
製作された。精製土器の大部分は酒の
器であり、特に国家など中央集権的社
会において多く製作された。例えば、
鐙形壺（モチェ、チムー）、橋型把手付
き双注口壺（ナスカ、ランバイェケ）、
ケーロ（ワリ、ティワナク）、アリバロ
ス（インカ）、などである。一方、カハ
マルカ文化のカオリンの精製土器は、
碗でありスプーンと共に用いられた。
土器の特徴から、カハマルカ文化は他
の中央集権的社会とは異なる性質を有
していることを示している。カハマル
カ社会は分節社会の特徴を示しており、
文化的柔軟性を有している。

ワリ期、インカ期のカハマルカ

渡 部 森 哉（南山大学）

図 1　北部山地カハマルカ州の遺跡

図 2　2012 年のエル・パラシオ遺跡の発掘調査
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　2006 年以降、ペルー国立ブルーニング考古学博物館
によって、チョトゥーナ＝チョルナンカップ複合遺跡
の体系的な調査がおこなわれています。これは、ラン
バイェケ郡の地方自治体やランバイェケ州政府、ペル
ー文化省、サン・ホセの農民コミュニティの支援と協
力を受けて実施されてきたもので、きわめて重要な成
果をあげてきました。
　われわれのプロジェクトは、ランバイェケ文化の始
祖とされるニャインラプの到来に関する口頭伝承を一
つの手がかりとして始まりました。そして、ランバイ
ェケ文化の支配者と想定されるチョルナンカップの女
性神官の墓や、ウミギクガイの人物、ワカ・デ・ロス・
サクリフィシス（犠牲の神殿）における人身供儀など
といった、数々の歴史的発見がもたらしてきました。
　一方で、これらの歴史的発見は、遺跡や考古資料の
保存、地域の生活水準の向上、地域の社会発展、工芸
品製作の促進や、地域の人々のアイデンティティの強
化といった多方面的な展開につながっています。

チョトゥーナ＝チョルナンカップ複合遺跡
―  考古学調査、保存とコミュニティによる文化遺産の

価値づけ

カルロス・ウェステル・ラ・トレ
（ペルー国立ブルーニング考古学博物館）

図 2　チョルナンカップ遺跡出土の金製マスク

図 1　チョトゥーナ遺跡

図3　チョルナンカップ遺跡女性被葬者の復元
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クントゥル・ワシ神殿遺跡の発掘調査
　1988 年、大貫良夫率いる東京大学古代アンデス文明
調査団によってクントゥル・ワシ神殿遺跡の発掘調査
が開始された。クントゥル・ワシはペルー北部山地カ
ハマルカ州サン・パブロ郡、クントゥル・ワシ村の海
抜 2300 メートルに位置するアンデス文明形成期の神殿
遺跡である（図 1）。発掘には多くの日本研究者とペル
ー人考古学者、それに両国の学生も参加し、長期にわ
たる大規模調査となった。調査プロジェクトは 1998 年
から加藤泰建がリーダーを引き継ぎ、2002 年までに計
12 回の発掘が実施された。さらに 2011 年からは筆者
を代表とするプロジェクトにより 3 回の発掘が行われ、
調査は現在も継続中である。
　発掘調査によって、この神殿には形成期中期から末
期にかけての複雑な建築の重なりと、その背景にダイ
ナミックな社会展開があったことがわかった。最初の
イドロ期（前 950 ～前 800 年）には、自然の丘を整形
してこの場所に最初の神殿が築かれた。東の基壇では、
少なくとも二回にわたる拡張が行われていた。いわゆ
る「神殿更新」である。しかし、次のクントゥル・ワ
シ期（前 800 ～前 550 年）のはじめに、イドロ期の建
築物をことごとく埋めたその上に新しい祭祀建築群が

築かれ、象徴的な図像の石彫も配置される。また、新
しい中央基壇の建設過程で、金製装飾品を含む副葬品
を伴う 4 基の墓がつくられていたことも明らかになっ
た（図 2）。これらの金製装飾品は、アンデス文明で最
も古い部類のものであり、同じ墓の副葬品の土器はペ
ルー北海岸のクピスニケ文化の特徴を示していた。こ
の時期の新しい神殿建設とその過程で特別な墓を設け
るという活動には、海岸地域の人びとが関与したと考
えられる。さらにクントゥル・ワシ期の墓の副葬品や
その他の遺物には、ソーダライトや黒曜石、ウミギク
ガイなど遠隔地の資源が見られることから、長距離交
易のコントロールと貴重財の入手が、この時期のリー
ダーの重要な権力資源になっていたと考えられる。
　続くコパ期（前 550 ～前 250 年）には、持続的で活
発な神殿の建設と改修、儀礼、祭祀品生産などの証拠
が多く見られ、神殿はいわば社会における協働的活動
の場として機能するようになったと考えられる。しか
し、コパ期の最終サブフェイズからは重要な祭祀建築
物の放棄が始まり、続く形成期末期のソテーラ期（前
250 ～前 50 年）には、クントゥル・ワシは神殿として
の機能を完全に失うことになったのである。

アンデス文明形成期のクントゥル・ワシ
遺跡と今日のクントゥル・ワシ博物館

井 口 欣 也（埼玉大学）

図 1　修復されたクントゥル・ワシ神殿　©�クントゥル・ワシ
調査団

図 2　金製ジャガー・双子鼻飾り（第 2 号墓�副葬品）
撮影：Alvaro�Uematsu　©�クントゥル・ワシ調査団
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クントゥル・ワシ博物館と地域住民
　クントゥル・ワシの調査によって古代の神殿の姿が
徐々に明らかとなり、また、金製品を含む特別な墓な
ど重要な考古遺物が発見されたことで、クントゥル・
ワシ村の住民たちのこの文化遺産に対する関心はより
いっそう大きくなった。村民には、調査開始以前から
自分たちがこの遺跡を盗掘者から守ってきたという自
負もあり、クントゥル・ワシの貴重な考古資料を村で
保管したいという声があがった。調査団は村民と話し
合いを重ね、村に博物館を建設してそこにクントゥル・
ワシから出土した貴重な資料を展示しようという考え
でまとまった。
　日本調査団は、ペルー政府の許可を得てクントゥル・
ワシの出土品を一時的に日本に運び、12 の会場で展覧
会を実施した。そして、日本の展覧会来場者とリマの
日本企業の寄付、在ペルー日本大使館・日本外務省の
草の根文化無償資金などの経済的支援によって、1994
年 10 月 15 日、村にクントゥル・ワシ博物館が開館し
たのである。村民は「クントゥル・ワシ文化協会」を
設立してペルー文化省との間に協定を結び、住民自身

が博物館運営とその展示資料保管を担う体制を整えた
（図 3, 4）。日本調査団も、学術的な立場から博物館運
営を支援している。
　2000 年から 2003 年にはユネスコの日本信託基金に
よるプロジェクトが実施され、神殿大基壇の擁壁の一
部と中央広場の修復保存が実現した。これによって、
博物館を訪れた人が、同時に復元された神殿を見学で
きるようにもなった。博物館の開館後も日本からの協
力は続き、2013 年からは JICA によって青年海外協力
隊員が博物館に派遣されている。また、2009 年には日
本の民間支援団体「希有の会」が組織され、住民の博
物館運営を支援している。このような日本からの途切
れぬ支援と関心が、村民の大きな力になっているとい
える。
　博物館の開館から 25 年が経過した。今後は、博物館
運営と遺跡保護への情熱と体制を次世代の地域住民に
どのように継承していくのか、また、ペルー国内での
博物館支援体制をどのように構築していくのかが重要
な課題であるといえるだろう。

図 3　クントゥル・ワシ博物館展示室（2 階）© クントゥル・
ワシ調査団

図4　クントゥル・ワシ文化協会メンバーによる博物館の屋根瓦
交換（2010 年） © クントゥル・ワシ調査団
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　ヘケテペケ川中流域のガジート・シエゴ貯水池（図1）
に近いアマカス平原は、形成期の大規模建造物が多数
集中する点で特異である。貯水池の建造により残念な
がら多くの遺跡が失われたが、いくつかは水没を免れ、
調査可能な状態にある。一帯で最大規模のラス・ワカ

ス遺跡もその一つである。鶴見はこの遺跡において
2003 年より調査プロジェクトを開始し、翌年よりペル
ー人考古学者ラウル・チョランおよびカルロス・モラ
レスと共同でとり組むようになった。この調査により、
ラス・ワカス遺跡は形成期前期（アマカス期、前 1500

ヘケテペケ中流域における調査
― ラス・ワカス、モスキート、レチューサス遺跡

鶴 見 英 成（東京大学）

カルロス・モラレス （国立サン・マルコス大学）

ラウル・チョラン（国立トルヒーヨ大学）

図 1　アマカス平原（ラス・ワカスほか）、レチューサス遺跡、モスキート平原の神殿建築群



61

3．シンポジウム『過去と現在の狭間で――ペルー北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

～前 1250 年）から形成期中期（テンブラデーラ期、前
1250 ～前 800 年）にかけての神殿であったことが分か
った。またその至近に分布する大規模建築群も可能な
限り調査し、形成期前期には神殿群が順次建てられた
こと、形成期中期には最大規模のラス・ワカスと同時
に複数が併存して機能したことが判明した。平行して
テンブラデーラ村近くの別の遺跡、レチューサスを調
査したが、こちらはとくに形成期後期（レチューサス
期、前 800 ～前 500 年）に対応しており、すなわちラ
ス・ワカスが機能停止したあとの神殿であった。
　これらのデータから、神殿の建設と放棄の背景には
以下のような過程があったと考えるに至った。まず形
成期前期には以下の理由で神殿の移転がはじまり、や
がてそれが儀礼として繰り返されるようになった。す
なわち①豊穣祈念：水が豊富で、耕作に適した西の端
に最初の神殿は建てられた、②水害の回避：エル・ニ
ーニョ現象のときに起こる鉄砲水の被害を避けるため、
より安全な東側へ移動した、③祖先崇拝：放棄された
神殿には、塔状の大きな墓が添えられ、祖先を記念す
るモニュメント（記念碑）へと変わり、のちの神殿は
それを正面にのぞむような特別な建物を一角に組み込
むようになる、といった背景である。続く形成期中期
には、いくつもの神殿が併存するようになった。その
背景に社会組織の変化がある。それは①まずラス・ワ
カス神殿が祖先崇拝儀礼の中心地となり、それに付随
する小さな神殿が 2 つできたこと、ついで②おそらく
人口増加に伴う軋轢により、村が分裂し対岸に別の神
殿（マル・パッソ遺跡）ができたことである。そして
形成期後期にはこれらの神殿すべてが放棄され、新た
な神殿レチューサスは 5km ほど上流に作られた。その

背景は研究途上であるが、ヘケテペケ谷中流域の地域
社会の内的な要因以上に、他の地域の社会との関係が
大きな要因になっているとの見通しが得られている。

　以上の研究成果をふまえ、それ以前の社会の様相を
解明する手がかりを求めて、鶴見とモラレスは貯水池
をはさんでアマカス平原の対岸に広がるモスキート平
原でも調査に着手した。この平原において特筆すべき
は、東端に位置する岩に彫られた、ネコ科動物（フェ
リーノ）と猛禽を組み合わせた図像の、大きな岩絵で
ある（図 2）。このネコ科動物の表現は、カスマ谷やネ
ペーニャ谷など他の地域において、先土器期末期の神
殿遺跡に施されたレリーフや彫像の事例と相似してい
た。この調査により、モスキート平原の各所に大規模
建築群が発見された。そのひとつ「モスキート Z」は、
内部に小さな部屋を擁する複雑な形状の建築であるこ
とが分かってきた。2015 年の発掘の結果、部屋の内部
には壁がんがあり、火を焚く炉が設けられていた。こ
のような部屋の類例はアンデス北部各地の神殿遺跡に
知られ、先土器期に特徴的な建築形態である。社会の
様相はまだ解明すべき課題として残っているが、すで
に大規模で集約化された農耕がこの地点で展開してい
たと考えられ、経済活動が大きな鍵であるとの展望を
持っている。
　このように土器導入前（モスキート期、前 2000 ～前
1600 年）の大規模建築群が見いだされたことにより、
流域の多くの地点に神殿が建設され、やがて放棄され、
次の神殿が現れるという長いシークエンスが明らかに
なった。

図 2　モスキート平原の岩絵「フェリーノ」
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　ランバイェケ水系の水源域での考古学調査によって、
そこが水系の始まりから海岸の諸河谷まで水を供給す
る聖なる場所であり、水の信仰のための神殿群があっ
た、という仮説を確かめる。
　ウディマのポロポロ複合遺跡は、切石で造られた基
壇群、広場群、祭壇群といった 4 つの建築複合から成
り、1978 年に初めて発掘された。その時の調査では、
もっとも保存状態の良い建築に伴う、供物の埋納遺構
を検出した。
　2011 年、新シーズンの発掘により、4 つの階段を持
つ方形半地下式広場を確認することができた。そのう
ち主階段は幅が 6 メートルあり、高さ 3 メートルあっ
た。また暗渠から成る儀礼用水路の排水口を探し当て、
それが広場の建築物や、すり鉢状の孔をいくつも持つ
一枚岩の祭壇と対応することを突き止めた。この場所
が放棄された年代は紀元前 500 年ころである。ポロポ
ロはチャンカイ谷の支流のひとつに位置するが、サー

ニャ谷からも到達できる。
　一方、コンゴーナの遺跡複合は、レチェ川とモトゥ
ペ川の水源域の近くにある。外見は細長いマウンドで、
そこを出自とする原位置不明の円柱状の石彫が 2 本あ
る。これらは以前から知られているもので、興味を持
った我々はこの場所を調査することにした。
　2013 年の発掘では、建築物の構造が基壇の連なりで
あるとわかった。その上部の空間には、建材の流動と
倒壊により傷んだ、埋納遺構と半地下式の小規模な部
屋群が発見された。建築物に関して、宗教的な性格の
変化と対応する、二つの建築フェイズを確認すること
ができた。
　最後の時期には建築要素を再利用し、チャビンの影
響と関係するであろう、たいへん高度な建築システム
を発展させた。またその仮説を裏付けるような図像を
伴う、石彫群が配置された。人間が姿を隠せる地下の
小空間群は、神託所として機能したのだと考えられる。

ウディマとコンゴーナ
― 北部山地の形成期の神殿

ワルテル・アルバ （ペルー国立シパン王墓博物館）

図 1　ポロポロ遺跡の半地下式広場と階段 図 2　ポロポロ遺跡の半地下式広場のコーナー
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図 7

図 3、4、5、6、7　コンゴーナ遺跡の発掘

図 3 図 4

図 5 図 6
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　パコパンパ遺跡は、ペルー北部高地、海抜約 2500 メ
ートルに位置する形成期の神殿遺跡である。1960 ～ 70
年代、小規模な発掘がペルー人考古学者によって実施
されてきたが、詳細なデータは発表されず、巨大な遺
構と編年との相関関係についても不明な点が多かった。
2005 年に発表者が所属する国立民族学博物館はペルー
国立サン・マルコス大学と学術協定を締結し、同遺跡
の調査を開始することになった。
　調査の目的は、これまでの日本の調査団と同様に、
文明胎動期とも言える形成期社会（前 3000 年～前 50
年）の解明にある。形成期には農耕が本格化し、神殿
建設が盛んになる。つまり神殿の発掘は、文明形成の
謎を解くことにつながっていたのである。なかでも発
表者は、権力が生成されるメカニズムに強い関心を持
っている。
　これまでの調査の結果、パコパンパ遺跡では、主に
二つの利用時期が確認された。古い方からI期（前1200
年～前 700 年）、II 期（前 700 年～前 400 年）と名づけ
た。いずれも形成期に相当するが、細分するならば I
期は形成期中期、II 期は形成期後期にあたる。
　またパコパンパ遺跡は三段の基壇より構成される。
基壇間は石積みの階段で結ばれ、最上段の基壇上に重
要な構造物が集中していた。そこには、形成期神殿で
は珍しい円（筒）形の構造物（径 28m）の他、半地下
式広場（30m × 30m）やその広場の三方を囲む低層基
壇、ならびに部屋状構造物が検出されている。また、
こうした建造物は、I 期、すなわち形成期中期にほぼ
全体が完成し、続く II 期、すなわち形成期後期で、再

利用されていたことが判明している。
　とくに I 期から II 期にかけての社会の変貌は、大変
興味深い。2009 年、II 期にあたる建造物の内部から墓
が発見された。深さ 2 メートル、の地下式墓であり、
土器のほかに、金製の耳輪と耳飾りを副葬した特殊な
墓であった。被葬者は成人女性で、頭蓋変形が認めら
れた。頭蓋変形は生後間もない幼児に施す必要があり、
その意味で、被葬者は生まれながらに特別な役割、も
しくは地位が約束された人物であり、社会的差異がこ
の頃に固定化した証拠といえる。2015 年にも金製品を
伴う貴人墓が発見されている。
　こうした証拠はパコパンパにとどまらない。日本調
査団がかつて発掘したクントゥル・ワシ遺跡でも確認
されている。同遺跡の墓は、前 800 年頃にあたるので、
ペルーの北部高地では、おそらく前 800 ～前 700 年頃
に権力が顕在化したと思われる。
　パコパンパでは、2014 年より遺構の保存を本格的に
開始し、併せて見学ルートや解説パネルの設置を地域
住民とともに実施してきた。現在カハマルカ州政府が
進める観光ビジターセンターの建設と併せて、地域社
会のシンボルとして、また持続可能な観光のインフラ
としての機能を持たせることが目的である。この過程
では、我々研究者の考えを押しつけるのではなく、住
民との話し合いの場を設け、事業の決定にも同意を得
てきた。こうした 14 年におよぶ地道な対話により、地
域住民の信頼を得ることに成功したばかりでなく、地
域住民側からの自主的な遺跡保護の動きが出始めてい
る。

パコパンパ
― 14 年間にわたる発掘調査と文化遺産保護

関 　 雄 二（国立民族学博物館）

ファン・パブロ・ビジャヌエバ （ペルー国立サン・マルコス大学）

ディアナ・アレマン（ペルー国立サン・マルコス大学）

マウロ・オルドーニェス （ペルー国立サン・マルコス大学）

ダニエル・モラーレス （ペルー国立サン・マルコス大学）
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3．シンポジウム『過去と現在の狭間で――ペルー北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

図 1　パコパンパ遺跡の位置 図 2　ペルー北高地形成期遺跡の編年

図 3　パコパンパ遺跡基壇上の建物
©Heinz Plenge

図5　パコパンパ住民の参加する遺跡保存　© パコパンパ考古学
調査団

図 4　2015 年に発見された「ヘビ・ジャガー神官の墓」の金製
首飾り　© パコパンパ考古学調査団

図 6　村祭りで、「パコパンパ考古学の都」のプラカードを手に
する住民　© パコパンパ考古学調査団
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　インガタンボは、カハマルカ州ハエン郡ポマワカ地
区に属する形成期の神殿遺跡である。また、インガタ
ンボ遺跡は、ピウラ州の山間部からチャマヤ川やマラ
ニョン川と名前を変えながら東へ流れるワンカバンバ
川の南岸に位置している。
　われわれがこれまでに実施してきた考古学調査は、
ワンカバンバ川流域が先史時代から海岸、山地と熱帯
低地、そして様々な山地間を結ぶ自然の回廊のような
存在であることを明らかにしてきた。また、北部熱帯
低地のハエン地方をふくむ、ワンカバンバ川流域の北
側に広がる地域は、中央アンデスと北部アンデス間の
フロンティアや文化的境界、あるいは両者の狭間とし
て、従来考えられてきた場所でもある。
　2005 年以降に継続的におこなってきた調査の結果、
インガタンボを中心としたワンカバンバ川流域社会が、
周辺地域とは異なる独自の社会展開を遂げたことが明
らかになってきた。そして、とくに地域内および地域
間の相互交流が、インガタンボおよびワンカバンバ川
流域社会の通時的変化に関して、非常に重要な役割を
はたしたことが解明されつつある。インガタンボを中
心におこなわれた神殿建設や地域内および地域間の相
互交流は、当該社会において重要な社会戦略であった

と考えられる。
　その一方で、インガタンボは、クントゥル・ワシや
パコパンパといった北部山地の大神殿、あるいは北部
熱帯低地や北部海岸部の諸神殿との交流において、地
政学的にも戦略的にも重要なポジションに位置してい
たという特性を有していた。このような状況は現在に
おいてもみることができる。ペルー北部海岸のチクラ
ーヨ市と北部熱帯低地のハエン市を結ぶ幹線道路が、
インガタンボ遺跡の近くを通っているのである。
　インガタンボは、ペルー極北部で最大規模をほこる
重要な神殿遺跡の一つであり、将来的に保存整備を行
ったうえで、公開・活用していくための可能性を秘め
た遺跡でもある。インガタンボ遺跡の活用という点に
ついては、われわれはプロジェクトの発足以来、地元
の人々や自治体の支援や協力をうけながら、微力なが
らも活動を展開してきた。より具体的には、ポマワカ
地区の教育機関と調整を行うことで、地域住民、とく
に幼稚園から高校生までを中心とした遺跡見学会を積
極的に企画してきた。これは、ワンカバンバ川流域、
とくにインガタンボ遺跡の歴史について、地域住民と
ともにより深く知ろうとする動きであるということが
できよう。

インガタンボ考古学プロジェクト
― その軌跡と地域住民との関係

山 本 　 睦（山形大学）
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3．シンポジウム『過去と現在の狭間で――ペルー北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

図 1　インガタンボ遺跡と形成期の諸遺跡

表 1　インガタンボ遺跡と関連遺跡の編年
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　2009 年から 2019 年の 10 年間にわたって、わたしは、
ペルー北東部のアマソナス地域バグアにあるカスアル
遺跡とラス・フンタス遺跡、カハマルカ地域ハエンに
あるモンテグランデ遺跡とサン・イシドロ遺跡で考古
学調査を実施してきた。そしてその結果、約 6000 年前
に熱帯低地に展開した未知の先史文化を発見した。当
時の人々は、熱帯低地において食料を生産し、建造物
や土器、工芸品、織物あるいは石や木、骨を用いた製
品の制作に従事するために十分なほどの経済的基盤を
有していた。
　バグアとハエンにおける考古学研究による社会的な
影響は、エクアドルとペルーの考古学に大きな貢献を
はたした。それはこの地域が、かつて領土をめぐって
二国間の紛争が生じた国境地域でありながらも、今日
では両国の研究者が共同で考古学調査を実施している

ためである。そして、これらの調査によって、マヨ文
化あるいはチンチペ＝マラニョン文化ともよばれる新
たな文化の存在が明らかとなってきた。
　ペルー北東部のアマゾン上流域における考古学調査
の成果の普及と社会化については、ペルーのテレビや
雑誌をはじめ、チリ、ドイツ、ブラジル、イタリア、
スペインの雑誌などでもおこなわれてきた。2017 年に
は、アメリカ合衆国の雑誌 Archaeology で、モンテグ
ランデ遺跡に関する 9 ページにわたる特集記事も組ま
れた。また、我々の調査成果は、2013 年 8 月に上海で
開催された中国科学アカデミーの考古学フォーラムで、
グアテマラ、インド、ロシア、エジプト、中国、トル
コ、メキシコ、アテネ、スパルタの事例とともに、そ
の年の世界における考古学の 10 大新発見の 1 つにも選
ばれた。

ペルー北東部で展開中の二国間をまたぐ
考古学調査

キリーノ・オリベラ（ペルー・アマゾン学術調査協会）

図 1　モンテグランデ遺跡のらせん状構造物
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3．シンポジウム『過去と現在の狭間で――ペルー北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

図 2　上空から見たらせん状構造物

図 3　らせん状構造物の平面図

図 4　カスアル遺跡の壁画
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配付用プログラム
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3．シンポジウム『過去と現在の狭間で――ペルー北高地・北海岸の文化遺産の研究と保護』

会場のようす

シンポジウムの発表者

土屋大使の挨拶

熱気あふれる会場のようす
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報道

Panorama Cajamarquino　2019 年 9 月 9 日

Peru Shinpo　2019 年 9 月 10 日
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シンポジウム 
『アンデス南部高地における日本人による人類
学研究の 50 年――軌跡、民族誌、文化的再評価』

実施日時　2019 年 11 月 13 日（水）　16：00～ 21：00
実施会場　クスコ歴史博物館講堂、クスコ市

主催：�国立民族学博物館・文化庁・ペルー文化省クスコ支局・クスコ市・クスコ大
司教府

4

【プログラム】

16：00～16：20　開会挨拶
マルコ・デル・ペソ・ベナビデス（ペルー文化省クスコ支局）

16：20～17：10
「ペルーにおける日本の人類学を考える―アヤクチョ地域の試論」

ジェフリー・ガマラ・カリージョ（ペルー国立サン・クリストバル・デ・ワマンガ大学）
17：10～18：00
「アンデスの文化資源の活用―データベースの構築に向けた取り組み」

八木百合子（国立民族学博物館）

18：00～18：20　休憩

18：20～19：10
「アンデス高地の牧畜の特徴―アジアの牧畜と比較して」

稲村哲也（放送大学）
19：10～20：00
「制度的条件下での多様性―クスコの農民社会」

木村秀雄（東京大学）
20：00～20：50
「アンデスの神話と儀礼」

ヘスス・ワシントン・ロサス・アルバレス（ペルー国立サン・アントニオ・デ・クスコ大学）
20：50～21：00　閉会挨拶

エンマ・モンタルボ・ラウラウ（クスコ大司教府）

オーディオビジュアル展示
「アンデスの伝統 ― 1960～1980 年代におけ
る日本の人類学者の写真コレクション」

開催日時　2019 年 11 月 11 日（月）～13日（水）
　　　　　15：00～20：00
会　　場　クスコ市コンベンションセンター
主　　催　国立民族学博物館・文化庁・クスコ市
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　アンデス地域をフィールドにしていた日本人人類学
者・友枝啓泰氏が 1960 年代から 1980 年代にかけて撮
影した画像の展示企画をサポートするために、先般、
ペルー南部アヤクチョ州のソコス村を訪れた。その際、
その画像の撮影者であり、ペルーでは人類学者として
もよく知られる彼のことを知る、最後の世代の村人た
ちが記憶している当時の思い出の数々に触れる機会を
得た。住民たちの記憶には、村にいた彼の存在だけで
なく、そこで彼が暮らしていた当時の活動も残されて
いた。すなわち、写真とそれにともなう情報があった
のだ。彼を知る住民たちの話では、彼は「チニート」
の愛称で呼ばれており、村の中央の広場から 2 ブロッ
クほど離れたところに位置する家に数か月にわたり住
んでいた。住民たちは、親切にも、彼が住んでいた家
を案内してくれ、彼の寝床があった 2 階の部屋まで教
えてくれた。
　しかし、友枝氏の存在は、彼がアヤクチョ出身の一
人の女性と結婚していたにもかかわらず、おそらく何
十年ものあいだ、ソコスの村人の記憶のはるか彼方に
葬り去られていたにちがいない。そんな、村では今や
ほとんど知る人のいない彼だが、日本にルーツをもつ
この人類学者について興味がわいた。そこで、よくよ

く彼について調べてみると、まだ世に出てはいないが、
（私の研究視点にも重なる）地域人類学とでも呼べるよ
うな部分で、類似する点がいくつもみえてきた。
　日本の人類学とアヤクチョの人類学、両者のあいだ
に共通する点はあるのだろうか？その共通する点はあ
るのだろうか？その共通点は歴史的にどう位置付ける
ことができるか、あるいは単なる両者の交差点にすぎ
ないのか？双方の人類学はどういう仕方で学問を共有
し、理論を形作ってきたのだろうか？

ペルーにおける日本の人類学を考える
― アヤクチョ地域の試論

ジェフリー・ガマラ・カリージョ
（ペルー国立サン・クリストバル・デ・ワマンガ大学）

図 1　ソコスの広場（撮影・友枝啓泰、1964 年。南山大学人類
学博物館所蔵「アンデス民族学画像コレクション」より）

図 2　現在のソコスの広場 図 3　友枝氏が調査の際に住んでいた家の一角
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4．シンポジウム『アンデス南部高地における日本人による人類学研究の 50 年――軌跡、民族誌、文化的再評価』

　民族学調査では、儀礼や祭礼、口頭伝承、生業技術
などの無形文化をさまざまな媒体に記録してきた。そ
のなかでは、文字や写真、映像に残すだけでなく、現
地の人が実際に使ったり、作ったりした物を収集・分
析し、当該社会の文化研究に役立ててきた。本報告で
は、こうした文化資源の活用の試みとして、アンデス
地域の民族学調査から得られた資料について検討をお
こなうものである。
　日本人研究者によるアンデス地域での民族学調査が
始まって半世紀以上が過ぎた現在、日本国内には先駆
者たちが残した数多くの資料が存在する。特に画像資
料については、二つの大きなコレクションが存在する。
一つは南山大学人類学博物館に所蔵されている友枝啓
泰氏によるアンデス民族学画像コレクションである。
46，000 点におよぶ画像資料は、同大学でデジタル化が
すすめられ、一部は閲覧可能な状態である。一方で、
画像にまつわる基礎情報に不十分な点も多く、データ
ベースとしては未熟であるという問題がある。この点
を克服しさらなる活用の道を模索すべく、2019 年、ペ
ルー国立ワマンガ大学の研究者とともに被写体となっ
た農村を訪問し、写真の一部開示をおこない、所在地
の同定や画像に残された人物や場面について、現地の
人びとから情報収集をおこなった。これにより、もは
や失われ、変容を被った当該社会の祭礼や儀礼に関す
る情報を再構築することが可能になったと同時に、画
像資料がもつ新たな可能性を垣間見ることができた。
すなわち、被写体となった現地社会の人びとの当時の
記憶をよみがえらせるだけでなく、写真が断絶された
家族の記憶の接合も可能にする点がみえてきた。
　二つ目のコレクションは、国立民族学博物館（以下、
民博）の藤井龍彦氏が撮影した画像である。16，000 点
近い画像は、「地域研究画像デジタルライブラリ」プロ
ジェクトにより、2018 年にデジタル化とデータベース
化を同時に実施した。このデータベースの特徴は、情

報の高度化をすすめた点にある。写真にまつわる多様
な基礎情報を組み込むとともに、AI の技術（画像内容
の自動認識）を活用することで、キーワードの抽出や
連想検索が可能になっている。現時点では内部公開に
とどまるが、今後、多言語化等も進められることから、
アンデス地域研究の多様な局面で画像の活用が可能に
なると期待される。また上述の南山大学のコレクショ
ンと年代や地域も近く、時期的に同じ頃に撮影された
画像も多く、双方の資料の相互活用や検索の効率化を
おこなうことで、巨大データベース構築の可能性も開
けているといえる。
　画像と並んで国内のアンデス地域に関する文化資源
として傑出しているのが、民族的な標本資料である。
民博では、1974 年の創設以来、アンデスの民族学資料
の収集をおこなってきた。とりわけ目を見張るのは、
20 世紀後半に活躍したアンデスの民芸職人により制作
されたコレクションの数々である。そのなかには「名
匠」として栄えある賞を受賞した人物の手になる作品
も多く、今では現地で目にすることすら困難で貴重な
資料も存在する。民博で現在すすめられている「フォ
ーラム型情報ミュージアムプロジェクト」では、これ
らの情報の強化をはかりつつ、人類共通の文化資源と
して共有するためのデータベースづくりを目指してい
る。そのために、現地の関連機関やソースコミュニテ
ィである職人たちと協働で、情報の付加作業に取り組
んでいる。その作業からは、これらの資料がもつ情報
が、新たな世代の職人にとっても、大きな意義をもつ
という点もみえてきた。収集後 30 年以上が経過した今
も、世代を超えて技術の継承がおこなわれているが、
それらは時代の影響を受けているといってもよい。だ
が、そこには時代性ばかりでなく、アンデスの人びと
の不断の創造力を読み取ることができるのも確かであ
る。
　デジタル技術時代に入り、日本が持つこうした文化

アンデスの文化資源の活用
― データベースの構築に向けた取り組み

八 木 百 合 子（国立民族学博物館）
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資源のデータベース化がもつ意義は、これまでにも増
して大きくなると考えられる。それは、国内のみなら
ず世界レベルでのアンデス民族学研究の発展に寄与す
るものとなるだろう。

図 1　農村における写真情報の収集

図 2　アンデス地域研究画像のデータベースのページ
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4．シンポジウム『アンデス南部高地における日本人による人類学研究の 50 年――軌跡、民族誌、文化的再評価』

　この発表では、アジアの牧畜、とくにモンゴルとヒ
マラヤにおける牧畜と比較し、アンデス高地の牧畜の
特徴について述べる。季節移動に着目して、牧畜を 3
つのタイプを提起することができる。ひとつはモンゴ
ルやチベットなどで行われている遊牧であり、そこで
は、牧草地の条件や社会状況に応じて、水平的に比較
的自由に移動する。二つ目はヒマラヤとアルプスなど
の山岳地域で実施されている移牧で、そこでは（異な
る生態系の間で）垂直方向に移動し（同じルートをと
り）規則的に移動する。最後は、アンデスで行われて
いる定牧であり、そこでは、季節移動は行われていな
い（すなわち、ひとつの生態系において、一年中、一
定の区域内で放牧されている）。これらの 3 つは理念型
であり、実際には多様な形態がある。
　遊牧の例として、モンゴル南部の最も乾燥したゴビ
地域の遊牧民の事例を示そう。牧民の季節移動は気候
に応じて 100 キロ硫黄の距離に及ぶ。冬と仔家畜が生
まれる春は、寒さから仔家畜を守るため、半開放の屋
根付きの家畜囲いがある中心の居住地に戻り、それ以
外の季節は気候と草の状況に応じて移動する。雨が降
り草のある季節である夏には、たくさんの乳とその加
工品を消費し、冬には多量の肉を食べる。
　アンデスの牧畜について何人かの研究者は移牧と述
べているが、それは間違っていて、それについてはヒ
マラヤで行われている移牧と比較すれば明らかである。
たとえば、ネパール東部のソル地域における農牧の事
例では、移牧はだいたい次のように行われている：春
には牧民は、彼らの村（約 2900m ）から高原（約
4000m）へ上がり始め、高原でヤクの仔の世話や乳搾
りをして夏（6 月から 8 月）を過ごし、秋には、高原

は寒くなり雪が降るため、村のほうに徐々に下ってい
く。そして、冬の間はヤクを村の近くの森で放牧する。
　アンデスの牧畜に関して、2 つの事例を示す。ひと
つは、ケロのコミュニティのようなアンデス東斜面の
農牧民である。そこでは、1500m と 4500m の間の異な
る生態系を利用している。すなわち、峡谷の多様な高
さに位置する畑で農耕が行われ、プナ（高原）ではア
ルパカとリャマが放牧されている。そこでは、農牧民
は、農作物などの運搬のために輸送用のリャマを連れ
て上下の移動を行うが、それはアルパカとリャマを放
牧するためではなく、牧畜は単一の生態系すなわちプ
ーナ（高原）の中で行われている。結局、そこでの農
牧は移農（移動農耕）と定牧（定住的牧畜）から成っ
ている。もうひとつの事例は、ペルー南西部のアレキ
ーパ州のプイカ行政区の牧畜である。そこでは、各拡
大家族が 20 平方キロメートルほどの領域を占め、その
中にある一年中十分な水をもつ湿原でアルパカが放牧
されている。ふつう、ひとつの牧民居住地は、2 つの
住居、すなわち幾つかの家屋と貯蔵庫からなる主居住
地と、ひとつの家屋と多くの家畜囲いからなる副住居
から成る。これら 2 つの住居は異なる機能をもつ。副
住居は、アルパカやリャマが出産する時期の、雨季を
過ごすためのものである。牧民たちは、そこで、家畜
囲いの清潔さを保つため、使う囲いのローテーション
を行う。それは、雨季には家畜の糞と泥がまざって汚
染し、仔家畜が病気になりやすいためである。つまり、
この 2 つの住居の間の季節的移動は、放牧のためでは
なく、雨季に仔家畜の病気を防ぐのが目的である。結
局、一見すると移動しているかに見えるアンデスにお
ける専業の牧畜も、定牧といえるのである。

アンデス高地の牧畜の特徴
― アジアの牧畜と比較して

稲 村 哲 也（放送大学）
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図 1　ペルー南部・アレキーパ州・プイカ地区の位置

図 2　家畜の見張りをしながら織物や子守をする親子 図 3　ヒマラヤにおけるヤクの搾乳
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4．シンポジウム『アンデス南部高地における日本人による人類学研究の 50 年――軌跡、民族誌、文化的再評価』

　本発表では、発表者のラテンアメリカ調査の概略と、
理論的な枠組みを示した後、クスコ州における農村社
会の多様性とその制度的条件について述べた。具体的
には 3 つの異なる環境条件にある先住民共同体、すな
わち高地部（パンパリャクタ・アルタ、ワルキ）、ビル
カノタ川およびホチョック川流域（アリン、ホチョッ
ク川流域の複数の共同体）、マポチョ川流域（チムル、
セドロス）と農地改革前に存在したアシエンダ（ティ
オ、チャワリティレ、チャクリャバンバ、パチャマチ
ャイ、ウルコ、ワラン、タンボマチャイ、ケセル・グ
ランデ）についてその具体的な姿を示した。そして、
先住民共同体とアシエンダを巻き込んだ農地改革の複
雑で多様な過程を記し、最後にこの具体的な例を理論
的枠組みに照らして解析し、全体の結論とした。
　まず理論的枠組みとして以下の 3 つの前提を示した。
それは、1. 人間個人の行動は事前に予測することがで
きないこと、2. 人間の行動はすべてある種の合理性に
基づいていること、3. 人間の行動はすべて制度的条件
のもとにあること、である。第一の前提は、人間の行
動が、その属性、たとえば男・女という性別、白人と
先住民という民族区別や文化的区別、個人的土地所有
者と共同体成員という土地所有形態に基づく区別、な
どによって所与に規定されていると仮定しないことで
ある。第二の前提は、先住民やアシエンダ領主の行動
などが如何に不合理に見えても、その行為の理由をそ
の行動が行われたときの条件に照らして慎重に検討す
べきであるということである。そして、第三の前提は、
人間の行動が個人の自発的意思によるものであるよう
に見え、また本人がそう主張しようとも、それがどの
ような条件の下で行われたか検討すべきであるという
ことである。
　クスコ州の先住民共同体については PETT の資料に
もとづいて、公式に認知された年代に大きな違いがあ
り、先住民共同体として非公式に認知されていて 1920

年代に公式に認知された共同体が、カルカ郡に集中し
ていることを示した。そして、3 つの環境ゾーンにあ
る先住民共同体を調べた結果、農業形態、家屋の配置、
共同体内の政治関係、共同体の閉鎖性などに、多くの
違いがあることを示した。さらに、見かけは似ていて
も古い先住民共同体の中には、外部からの移住者によ
って作られたものがあることも示した。
　旧アシエンダについても、その位置する環境条件に
よって大きな差異があることを示した。高地部のアシ
エンダのなかには、優良な牧草地の支配による羊毛生
産が中心なものもあるが、川から高地部まで広がって
いたアシエンダでは、川近くの領主直営地におけるト
ウモロコシ栽培や酪農・木材生産などの商業生産が経
営の中心で、高地部は農奴の自給用地として土地は労
働力のプールとしてものもあった。高地部のアシエン
ダでは領域の大部分が労働力プールとして委されてい
た場合もある。そして、何人ものアシエンダ領主が異
なった環境条件のもとにある複数のアシエンダを所有
し、季節によって農奴たちを移動させていたことも明
らかにした。
　この先住民共同体とアシエンダの多様性は農地改革
の過程にも影響を与え、これまでに述べてきた共同体・
アシエンダごとに農地改革の過程と結果は大きく異な
っていた。隣接するアシエンダの一部を領域に組み入
れた共同体、本来権利がないにもかかわらず隣接する
アシエンダの土地を一部の成員が占拠した共同体、改
革の影響を直接受けていない共同体など、共同体側で
大きな違いがある一方で、全面接収を受けたアシエン
ダ、アセンダド直轄領の一部が領主の手に残されたア
シエンダ、内部に新たな複数の共同体が成立したアシ
エンダなど、アシエンダの側でも農地改革の過程と結
果には大きな違いがあることを示した。
　そして結論として、共同体に住む先住民、アシエン
ダ領主、アシエンダの農奴たちの行動は極めて多様で、

制度的条件下での多様性
― クスコの農民社会

木 村 秀 雄（東京大学）
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それは彼らの身分・属性から推
し量れるものではないこと、そ
して彼らの行動には一見不合理
だと思われるものも多いが、使
用した資料からはそれぞれその
行動には、それぞれ別々の意思
が働いていたとしても、すべて
理解できる理由があることを述
べた。そしてその上で、ここで
示した多様性はただ個々人の意
思に起因するものではなく、す
べて環境条件、歴史的経緯、農
村の社会経済体制、それぞれの
文化という制度劇条件のもとで
成立していたものだと結論づけ
た。

図 1　発表対象地域の地図

図 2　パンパリャクタ・アルタ

図 3　ワルキ
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4．シンポジウム『アンデス南部高地における日本人による人類学研究の 50 年――軌跡、民族誌、文化的再評価』

　アンデスの儀礼はインカ人の神話的な歴史を取り込んだものに
なっている。創造神ウィラコチャは、儀礼の一部分で、タワパコ・
ウィラコチャという、人をあざむく存在であり、二面性をもった
両義的な存在になる。そして、この神が繰り広げる数々の行いが、
地上に現存するさまざまなものの起源となるのである。
　こうした考えは、アヤル兄弟の伝説にも繰り返しみられる。4
兄弟のリーダーであったアヤル・マンコに背いてアヤル・カチが、
杖を投げて谷や丘をつくるのである。
　現在のアンデス農民の集団的記憶は、この歴史的な神話を現代
の語りのなかに蘇らせている。すなわち、彼らの語りなかでは、
動物や鳥、そしてパチャママが、タイタチャ（キリスト教の神）
に背いて、ずるをしたり、あざむく役になっている。それはまる
で現在の人びとの生活においてみられるのと同じやり方である。
　こうした神話的な伝統は、儀礼において、ひとつの原型になっ
ている一連の所作（行為）を想起させる。すなわち、拡散してい
たものを集約させることである。その理念は、統一性と多様性と
いう原理で表され、集中・拡散・集中という一連の行為によって
表現される。アンデスの神話はこうした観念を留めておくもので
あり、uywa ch’uyay﻿や﻿machu ch’uyay　の儀礼のなかに残さ
れ続けている。その最も基本となる統一への回帰は、アンデス的
イデオロギーのなかでは不断の原理である。

図 2、3、4　写真はいずれも 2 月に行われるアルパカの繁殖儀礼（uywa�ch＇uyay）のようす

アンデスの神話と儀礼

ヘスス・ワシントン・ロサス・アルバレス
（ペルー国立サン・アントニオ・アバッド・デル・クスコ大学）

図 1　クスコ州カルカの位置図
（INEI ホームページより）
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シンポジウム「アンデス南部高地における日本人による人類学研究の 50 年 ― 軌跡、民族誌、文
化的再評価」チラシ

オーディアビジュアル展示 
「アンデス伝統 ― 1960～1980 年代における日本の人類学者の写真コレクション」チラシ
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4．シンポジウム『アンデス南部高地における日本人による人類学研究の 50 年――軌跡、民族誌、文化的再評価』

シンポジウム「アンデス南部高地における日本人による人類学研究の 50 年 : 軌跡、民族誌、文化的
再評価」およびオーディアビジュアル展示「アンデス伝統 ― 1960～1980 年代における日本の 
人類学者の写真コレクション」配付用プログラム



84

会場のようす

オーディアビジュアル展示会場入口

シンポジウム会場入口

シンポジウム会場

オーディアビジュアル展示会場
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シンポジウム 
『ペルーの文化遺産保護の最前線
――アンデスの黄金、ナスカの地上絵、インカのミイラ』

実施日時　2019 年 12 月 14 日（土）　13：00～ 17：20
実施会場　東京文化財研究所　地下セミナー室、東京
使用言語　日本語／スペイン語（逐次通訳あり）
定　　員　110 名　申込不要　先着順
　　　　　無料

主催：国立民族学博物館、文化庁
共催：�文化遺産国際協力コンソーシアム、山形大学、金沢大学超然プロジェクト「古

代文明の学際的研究の世界的拠点形成」、科学研究費補助金基盤研究（A）「ア
ンデス文明における権力生成と社会的記憶の構築」（研究代表者　関雄二）

協力：古代アメリカ学会、在日本ペルー大使館

5

【プログラム】

13：00～13：20
挨拶　豊城浩行（文化庁文化財監査官）
挨拶　ハロルド・フォルサイト（駐日ペルー大使）

13：20～14：00
基調講演「考古学を通した日本とペルーの文化交流」

加藤泰建（埼玉大学名誉教授）

第 1 部　司会：井口欣也（埼玉大学）
14：00～14：50
「チョトゥーナ遺跡とチョルナンカップ遺跡―調査、保存そしてコミュニティにおける価値付け 」

カルロス・ウェステル・ラ・トレ（ペルー国立ブルーニング考古学博物館）

14：50～15：20
「パコパンパ遺跡―金製品の発見と地域文化遺産の保護」

関　雄二（国立民族学博物館）
ダニエル・モラーレス（ペルー国立サン・マルコス大学）

15：20～15：40　休憩
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第 2 部　司会：関　雄二
15：40～16：30
「レイメバンバ―コミュニティを巻き込んだ博物館活動」

ソニア・エリザベス・ギジェン・オネエグリオ（ペルー文化省）

16：30～17：00
「ナスカ―地上絵の調査、発見そして保存」

坂井正人（山形大学）
ホルヘ・オラーノ（パリ第一大学）

17：00～17：20　挨拶　井口欣也
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5．シンポジウム『ペルーの文化遺産保護の最前線――アンデスの黄金、ナスカの地上絵、インカのミイラ』

御 挨 拶

豊 城 浩 行（文化庁文化財監査官）

　ハロルド・フォルサイト　駐日ペルー大使閣下、御参加の皆様、本日はお越しいただきありがとうござ

います。シンポジウム開催にあたり、ひとこと御挨拶申し上げます。

　まず、本日お越し頂く予定でしたソニア・エリザベス・ギジェン・オネエグリオ様が、この度ペルー文

化大臣に御就任されたとのこと、心から御祝い申し上げます。残念ながら、今回はペルーのクエラップ遺

跡近くで山火事が発生し、そのご対応で来日が叶わなかったとお聞きしております。心よりお見舞い申し

上げますとともに、ソニア・エリザベス・ギジェン・オネエグリオ文化大臣の指揮の下、一日も早い復興

が叶いますことをお祈り申し上げます。

　次に、関雄二国立民族学博物館副館長をはじめ、このシンポジウムの開催に御尽力いただきました関係

者の皆様に心から御礼申し上げます。また、このシンポジウムのためにペルーから日本へお越し下さいま

したカルロス・ウェステル・ラ・トレ先生、ご来日を心から歓迎致します。

　本年は日本人のペルーへの移住が始まって 120 周年となる記念の年です。場所は遠く離れていても、移

民を通じ、いわば親戚のように長きに亘って交流を深めてきた両国ですが、その交流の成果が豊かに実っ

ているのが、考古学の分野です。

　東京大学を中心とした調査団によって始められた考古学分野での学術的協力は、研究成果をペルーの地

域社会に還元する考えのもと、60 年以上に亘り多くの日本人専門家に引き継がれてきました。このような

現地地域社会への想いは、ペルーの方々に確実に伝わっているものと感じています。

　日本のもつ文化財保護のノウハウを活かし、ペルーの地域住民の方々と手を携えることによって、継続

的に文化遺産を保護していくやり方は、近年頻繁に話題にのぼる SDGs という言葉が生まれるよりずっと

前から、両国の専門家により実践されてきました。今日は、「誰のために、何のために、文化遺産を守るの

か」という原点を考える上でも貴重なお話を伺えるものと楽しみにしております。

　ご登壇される先生方をはじめとして、考古学分野での長年の協力に力を尽くしてこられた多くの方々に

深い敬意を表しますとともに、両国の友好関係がますます発展することを祈念いたしまして、私の御挨拶

とさせていただきます。ありがとうございました。
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　ペルーは古代の遺跡や遺物など豊かな文化遺産に恵
まれた国である。インカや古代アンデスの巨大遺跡、
博物館に展示された古代芸術の数々は、国民生活の身
近に存在している。これらの文化遺産に光を当てる考
古学は人々にとって日本以上になじみの深い学問であ
る。この考古学分野で日本は半世紀にもわたってペル
ーでの調査研究を行ってきた。

研究チームの一貫性と連続性
　東京大学アンデス地帯学術調査団がペルーでの考古
学発掘調査を始めたのは 1958 年のことである。それか
ら 60 年余り日本の考古学調査はほぼ切れ目なく続けら
れてきた。東京大学の調査は 1997 年までおよそ 40 年
間にわたって行われた。そこで培われた研究の伝統が
その後も受け継がれ 1998 年からは埼玉大学が研究の拠
点となり、さらに 2007 年には、国立民族学博物館が、
また 2010 年からは山形大学も研究拠点に加わって今日
にいたるまでペルーでの考古学調査研究は続けられて
いる。

研究テーマの一貫性と連続性
　日本の研究チームは 1960 年のコトシュ遺跡の発掘以
来、一貫してアンデス文明形成期の遺跡発掘を行って
きた。1960 年代には前一千年ごろの神殿遺跡チャビ
ン・デ・ワンタルとアンデス文明の起源が最大の関心
事になっていた。多くのペルー人研究者も形成期の研
究に取り組んでおり、これはいわば共通の研究テーマ
であった。
　その後、アンデスにおける最初の神殿建築は前三千
年まで遡ることがわかってきた。一方、国家社会はず
っと遅れて三世紀ごろに登場することが明らかになっ
た。形成期研究は文明がいつ、どこで発生したかとい
う単純な起源問題ではなく、三千年以上の長い年月の
中で、小規模な社会からどのようにして複雑に階層化

した社会が形成され、広い領域をまとめる国家社会が
生まれたのかという社会変化の過程を解明する研究へ
と発展している。

調査研究における基本姿勢の一貫性
　東京大学調査団の考古学研究は文化人類学という学
問を背景に行われた。文化や社会の多様性を前提とす
る比較の視座が重要で、他の地域における文明研究と
比較可能なデータを得ることを重視してきた。これは
米国の影響を受けた考え方であり 1950 年代終わり頃の
ペルーの考古学も同じ基盤に立っていた。
　その後、米国の研究動向は次第に理論重視に傾いて
いくが日本の研究チームは常に精度の高い発掘調査を
心がけ、実証的データを重視するという基本姿勢を堅
持してきた。この点では「伝統的な考古学」とも呼ば
れたが、ペルーの考古学界では好意的に受け止められ
た。日本チームが 60 年にわたって積み重ねてきた発掘
資料は、質量ともに際立っている。発掘調査報告書の
刊行など成果をきちんと公開する姿勢も高く評価され
てきた。

ペルー社会との相互交流
　1958 年に始まった東京大学の調査団は、19 世紀以来
の伝統を持つ欧米研究者、ペルーの研究者からみれば
あきらかに新参者であった。しかし1950年代から1960
年代の前半は、ペルーの考古学研究が一時的に停滞し
た時期にあたる。長い間ペルーの考古学研究を牽引し
ていたフーリオ・テーヨが 1947 年に亡くなった後、
人々の考古学への関心はあきらかに薄れていた。この
ような時期に行われた東京大学の大規模な発掘調査は
ペルー側から好意と期待をもって迎えられた。国立人
類学・考古学博物館および国立サン・マルコス大学か
らの協力も得られ、テーヨの弟子たちが調査に同行し
てこれまでの知見を伝えてくれた。このとき調査に参

考古学を通した日本とペルーの文化交流

加 藤 泰 建（埼玉大学名誉教授）
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加した大学生たちは、その後、ペルー考古学の中心に
なっていく。
　日本からの調査団は在ペルー日系人社会からも暖か
く歓迎された。戦後になってもなお厳しい制約下にあ
った日系人は、移住 60 周年を迎えて活気を取り戻そう
としていた時期であり、調査団にさまざまな便宜を図
ってくれた。
　調査を成功させるには何よりも現地ペルーの様々な
関係者の理解と協力が不可欠である。このような経験
の積み重ねが、その後の日本チームの調査伝統を形作
っていった。発掘調査には必ずペルー人研究者や学生
が加わった。調査を通じた交流関係が、今や大きな広
がりを持つ人脈を生み出している。

研究成果の社会還元と文化交流
　1958 年当時の日本では海外の学術調査を実施するの
は容易ではなかった。広く各界から支援を得る必要が
あり、そのためにも遠い異国ペルーの考古学について
の国民的な理解が重要であった。こうしてインカやア
ンデス文明を一般に紹介する書籍などが精力的に刊行
された。効果があったのはメディア等と協力して開催
した「インカ帝国展」「古代アンデス文明展」などの展

覧会である。1958 年から 1969 年までの 12 年間に行っ
た発掘調査は五回であったが、その間に七回の展覧会
を実施している。これらは日本国民のペルーについて
の文化理解に資するとともに、貸与側であるペルーの
博物館関係者との交流関係の形成にも役立った。また
1964 年に実施した「コトシュ神殿秘宝展」は発掘調査
の成果を社会に還元する展覧会であった。その後、調
査研究が進展するにつれて展覧会は異文化紹介よりも
研究成果を広く公開することに主眼が置かれるように
なり、同じ展覧会をペルーでも開催してきた。まさに
文化交流である。
　1988年に着手したクントゥル・ワシ遺跡の調査では、
前 800 年ごろの金製品を含む墓が発見され現地でも大
きな注目を集めた。これをきっかけに調査チームは出
土した文化遺産の保全、さらに遺跡の修復保存という
大問題にも取り組むことになった。そのためには様々
な利害関係が絡む現地社会との調整、とりわけ地域コ
ミュニティの理解と協力が不可欠であることを学んだ。
何よりも求められたのは相互の信頼関係と永続的な交
流関係の維持であった。この経験が現在も進行中のパ
コパンパ遺跡やナスカの地上絵での調査研究と文化遺
産保全を並行した取り組みに活かされている。
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　ペルー国立ブルーニング考古学博物館は、2006 年か
ら今日まで、ランバイェケ郡の地方自治体やランバイ
ェケ州政府、ペルー文化省、サン・ホセの農民コミュ
ニティによる支援と協力のもと、チョトゥーナ＝チョ
ルナンカップ複合遺跡にて体系的な調査を実施し、き
わめて重要な成果をおさめてきた。
　（ランバイェケ文化の始祖である）ニャイムラップの
到来に関する口頭伝承が発端となったこのプロジェク
トによって、支配者と考えられるチョルナンカップの

女性神官の墓や、ウミギクガイの人物、ワカ・デ・ロ
ス・サクリフィシス（犠牲の神殿）における人身供儀
などといった、数々の歴史的発見がなされた。
　その一方で、これらの歴史的発見は、遺跡や考古資
料の保存、地域の生活水準の向上、地域の社会発展、
工芸品製作の促進や、地域の人々のアイデンティティ
の強化といった様々な状況を生み出すことにもつなが
っている。

チョトゥーナ遺跡とチョルナンカップ遺跡
― 調査、保存そしてコミュニティにおける価値付け

カルロス・ウェステル・ラ・トレ （ペルー国立ブルーニング博物館）

図 1　ペルー国立ブルーニング考古学博物館

図 3　チョルナンカップ遺跡出土の金製マスク 図 4　チョルナンカップ遺跡女性被葬者の復元

図 2　チョトゥーナ遺跡
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　パコパンパ遺跡は、ペルー北部高地、海抜約 2500 メ
ートルに位置する形成期の神殿遺跡である。1960 ～ 70
年代、小規模な発掘がペルー人考古学者によって実施
されてきたが、詳細なデータは発表されず、巨大な遺
構と編年との相関関係についても不明な点が多かった。
2005 年に発表者が所属する国立民族学博物館はペルー
国立サン・マルコス大学と学術協定を締結し、同遺跡
の調査を開始することになった。
　調査の目的は、これまでの日本の調査団と同様に、
文明胎動期とも言える形成期社会（前 3000 年～前 50
年）の解明にある。有名なインカ帝国よりも 4000 年以
上も前の時代である。形成期には農耕が本格化し、神
殿建設が盛んになる。つまり神殿の発掘は、文明形成
の謎を解くことにつながっていたのである。なかでも
発表者は、権力が生成されるメカニズムに強い関心を
持っている。
　これまでの調査の結果、パコパンパ遺跡では、主に
二つの利用時期が確認された。古い方からI期（前1200
年～前 700 年）、II 期（前 700 年～前 400 年）と名づけ

た。いずれも形成期に相当するが、細分するならば I
期は形成期中期、II 期は形成期後期にあたる。
　またパコパンパ遺跡は三段の基壇より構成される。
基壇間は石積みの階段で結ばれ、最上段の基壇上に重
要な構造物が集中していた。そこには、形成期神殿で
は珍しい円（筒）形の構造物（径 28m）の他、半地下
式広場（30m × 30m）やその広場の三方を囲む低層基
壇、ならびに部屋状構造物が検出されている。また、
こうした建造物は、I 期、すなわち形成期中期にほぼ
全体が完成し、続く II 期、すなわち形成期後期で、再
利用されていたことが判明している。
　とくに I 期から II 期にかけての社会の変貌は、大変
興味深い。2009 年、II 期にあたる建造物の内部から墓
が発見された。深さ 2 メートル、の地下式墓であり、
土器のほかに、金製の耳輪と耳飾りを副葬した特殊な
墓であった。被葬者は成人女性で、頭蓋変形が認めら
れた。頭蓋変形は生後間もない幼児に施す必要があり、
その意味で、被葬者は生まれながらに特別な役割、も
しくは地位が約束された人物であることがわかる。言

パコパンパ遺跡
― 金製品の発見と地域文化遺産の保護

関 　 雄 二（国立民族学博物館）

ダニエル・モラーレス （ペルー国立サン・マルコス大学）

図 1　パコパンパ遺跡の位置 図 2　ペルー北高地形成期遺跡の編年



92

い換えれば社会的差異がこの頃に固定化した証拠とい
える。
　こうした貴人墓はパコパンパにとどまらない。日本
調査団がかつて発掘したクントゥル・ワシ遺跡でも確
認されている。同遺跡の墓は、前 800 年頃にあたるの
で、ペルーの北部高地では、おそらくこの頃に権力が
顕在化していくものと思われる。
　こうした成果とともに、日本の調査団が追究し、私
自身が継承してきたことがある。それは遺跡の存在す
る地域の住民との協力関係、共創関係である。考古学
調査で得られた資料は、研究者である私たちが独占し
やすい性格を持ち、文化遺産を担当する関係機関も地
域住民を無視するか、不法占拠や盗掘に手を染める敵

として捉えることが多い。そのような状況下でも、日
本調査団は、住民と対話し、文化遺産の保存に関する
新しい試みに挑み続けてきた。
　先述したクントゥル・ワシ遺跡では、遺跡博物館を
建設し、村人とともに現在も出土品を管理し、展示し
ている。またパコパンパ遺跡では、さらなるステップ
アップを試み、村人とともに、考古遺産ばかりでなく、
無形遺産のリストアップを実施してきた。考古遺産と
異なり、無形遺産の担い手は地域住民であり、文化遺
産保護のプログラムに参加しやすい点に注目した試み
である。現在進めているビジターセンター建設ととも
に、村全体を文化遺産の展示・発信の空間としてとら
えるエコ・ミュージアム的取り組みを紹介したい。

図 5、6　パコパンパ住民による無形遺産調査 © パコパンパ考古学調査団

図 4　「貴婦人の墓」の金製品　©Heinz Plenge　© パコパンパ
考古学調査団

図 3　パコパンパ遺跡基壇上の建物　©Heinz Plenge
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　レイメバンバは、ペルー北東部のアマソナス地域に
あり、農業や牧畜を営む人々が暮らす小さな辺境の町
である。レイメバンバのコミュニティと博物館との間
の 20 年以上にわたる関係は、ダイナミックかつ複雑で
生産的な歴史を生み出してきた。この両者の関係は、
ラグナ・デ・ロス・コンドレス（コンドルの湖とよば
れる遺跡）で発見された考古資料を維持・管理し、そ
の文化遺産のあり方を自ら取り決める権利を持ちたい、
というコミュニティの人々の強い要望に端を発するも
のである。

　博物館にたずさわる専門家や労働者の仕事は、こう
したコミュニティの期待に沿って、的確に作られた。
そして、博物館は現在、地域だけでなく国レベルにお
いても観光のアイコンとなっており、地元の人々にと
ってよりよい生活環境を生み出している。
　博物館の運営を持続可能なものにするという仕事は、
長く困難な道のりではあったが、満足のいくものとな
った。それは博物館の労働者たちの強靭なレジリエン
スがあったからこそである。この開発プロジェクトの
重要な要素のひとつは、文化遺産および自然遺産の保
護に取り組む市民を生み出していくために、町や周辺
地域のすべての子供たちを巻き込んでいくことを目指
す教育プログラムを確立することであった。子供たち
の教育は、博物館の持続可能性を達成するためには必
要不可欠な基本要素だったのである。
　20 年がたった今、この経験を成功と挫折の両側面か
ら見直すことは、大きな意義をもつであろう。

レイメバンバ
― コミュニティを巻き込んだ博物館活動

ソニア・エリザベス・ギジェン・オネエグリオ（ペルー文化省）

図 1　レイメバンバ博物館

図 2　レイメバンバ博物館のミイラ収蔵庫
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はじめに
　ペルー南海岸には、動植物・幾何学図形・直線など
の地上絵が集中的に描かれているナスカ台地（約 20 ×
15 キロ）がある。山形大学では、ナスカ台地の地上絵
の調査を 2004 年より取り組んでいる。ナスカ台地を撮
影した人工衛星画像を約 5 年間かけて分析した上で、
2010 年より現地調査を実施してきた。
　ナスカ台地の地上絵は、1994 年にユネスコの世界文
化遺産に指定されたが、当時確認されていた動物や植
物などの具象的な地上絵は 30 点程度であった。山形大
学は、2010 年から、人工衛星画像の分析と現地踏査に
よって、地上絵の分布および共伴する土器の調査を開
始し、2018 年までの調査によって、180 点以上の具象
的な地上絵を発見している。しかしながら、地上絵の
分布調査が未だ不十分なため、ナスカ市街地の拡大に
伴い、地上絵の破壊が進み、社会問題となっている。
地上絵の保護に向けて、その分布状況を正確に把握す
ることが喫緊の課題である。

調査と発見
　ナスカ台地における現地調査によっ
て、主にナスカ台地西部に分布する小
道沿いに、具象的な地上絵が集中的に
描かれたことが判明した。ここに分布
しているのは、人間、動物（鳥、猿、
魚、蛇、キツネ、ネコ科動物、ラクダ
科動物）などの地上絵である。これら
の地上絵は、地表に広がる黒い石を除
去して、下に広がる白い砂の面を露出
することによって制作された。ただ
し、これらの地上絵は、線状に石を除
去して制作されたタイプの地上絵と、
面状に石を除去して制作されたタイプ
に分かれる。前者は概して規模が大き

く、全長 50 メートルを超える地上絵はこのタイプに属
する。一方、後者は小さいものが多く全長 50 メートル
以下である。前者の方が新しく、ナスカ前期（紀元 100
～ 300 年頃）に制作された可能性が高い。一方、後者
は少なくともナスカ早期（紀元前 100 ～紀元 100 年頃）
には制作されたと考えられる。前者は動物の形をした
儀礼場であり、ここで土器の破壊儀礼が行われたこと
が現地調査で判明した。一方、後者は小道沿いや山の
斜面に描かれたため、移動する際の道標として利用さ
れたと考えらる。つまり前者は儀礼を実施するための
空間として制作され、後者は見るために制作されたこ
とになる。
　我々が現地調査した地区以外にも地上絵が分布して
いる可能性は否定できない。そこで、日本 IBM に協力
を仰ぎ、IBM﻿Watson﻿Machine﻿Learning﻿Community﻿
Edition（旧名：IBM﻿PowerAI）を用いて、山形大学
が持つ画像データの一部を分析したところ、ナスカ台
地の西部に新たな地上絵を 1 点発見した。この地上絵

ナスカ
― 地上絵の調査、発見そして保存

坂 井 正 人（山形大学）

ホルヘ・オラーノ（パリ第 1 大学）

図 1　ペルー南海岸とナスカ台地



95

5．シンポジウム『ペルーの文化遺産保護の最前線――アンデスの黄金、ナスカの地上絵、インカのミイラ』

は全長約 5 メートルと小型である。二本足で立ってい
る人型の地上絵である。面状に石を除去して制作され
たタイプの地上絵なので、ナスカ早期に制作されたと
考えられる。この地上絵も小道の付近に分布している
ので、一種の道標であった可能性が高い。

地上絵の保護と保存
　ペルー文化省と山形大学の間で、地上絵の学術研究
を推進するとともに、その保護活動を展開するための
協定が 2012 年に締結された。この協定が締結された背
景には、近年地上絵の破壊が進んでいることが挙げら

れる。山形大学が発見した地上絵の中にも、ナスカ市
街地の拡大に伴われ、破壊の危機に瀕している地上絵
が少なくない。その中でも 50 点以上のラクダ科動物の
地上絵が集中的に分布しているアハ地区を重視した。
文化省と相談して、この地区の開発計画をストップし
てもらい、ここに遺跡公園を設立した。現在、日本の
遺跡保存の専門家およびペルー文化省と相談して、ラ
クダ科動物の地上絵がよく見えるような保存処理方法
の開発に取り組んでいる。また地上絵の可視化を契機
として、地元の人々が主体的に、これらの地上絵の保
護に取り組める形を検討しているところである。

図 4　ネズミの地上絵（新発見） 図 5　人型の地上絵（新発見）

図 2　鳥の地上絵（新発見）

図 3　AI によって発見された人型の地上絵
（新発見）
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　このシンポジウムでは、加藤泰建教授の基調講演の
あと、4 人の発表者が、それぞれに代表をつとめる考
古学プロジェクトの学術成果とともに、ペルーにおけ
る文化遺産保護とその活用に関する具体的な事例報告
をおこなった。各事例に共通していたのは、発表者が
地域社会の中で長期にわたる調査研究を継続しており、
また、学術的に重要でかつ社会的にもインパクトの大
きな発見を契機にした文化遺産の保護・活用の実践と、
そこへの地域住民参加のために取り組んでいるという
ことであった。
　研究者は、地道な調査研究による学術成果を通じて、
文化遺産の現代社会における価値の創造に関わってい
るといえるが、その一方で「文化遺産」は、観光資源
としての価値、地域住民や国のシンボルや誇り、アイ
デンティティに関わる価値など実に多様な意味を有し
ている。そして、大きな発見や研究成果があったとき
にはより広く人びとの関心を集めるだけに、その価値
の多様性がいっそうあらわとなる。
　ある意味では、研究者と地域住民は、文化遺産との
関係において対照的な位置にあるといえる。研究者は
公式に文化遺産を調査する権利を与えられており、そ
の成果を広く社会に発信する手段をもっている。また、
その学術成果をもとに国や自治体とも互いに意見を交
わすという双方向的な関係を築くことが可能だ。その
一方で、地域住民は、文化遺産の持続的な保護のため
にはきわめて重要な存在でありながら、研究者とは対
照的に構造的に不利な立場にある。それは、ペルーそ
してラテンアメリカ諸国全般において、多くの重要な
文化遺産が地方の村落に位置し、そうした地域の多く
が経済発展から取り残されてきたという歴史にも関係
している。また、住民は学問成果や国の文化政策や開
発方針を前にして、なかなか意見を主張しにくい。こ
うした背景が、地域住民による文化遺産保護・活用の
ための主体的な行動を困難にしていることは否定でき

ない。
　それではいったい、文化遺産の保護と活用にはどの
ような方法がよいのか、どのように研究者と地域住民
が協働していくのがよいのか―。そのことに唯一の
答えがあるわけではない。このことを考えるには、そ
れぞれの地域社会が、そこにある文化遺産とどのよう
に関わりどのような価値を見いだしてきたのか、また、
国内外の経済状況と国の文化政策がどのような方針な
のかといった様々なレベルの問題を考慮する必要があ
る。今回の 4 つの報告も、そうした個々の地域がもつ
背景と社会の現状を踏まえた活動として、大変貴重な
事例とみることができる。
　カルロス・ウェステル博士のチョトゥーナ・チョル
ナンカップ・プロジェクトでは、地域コミュニティと
の協働、遺跡博物館の建設、関連する様々な活動が生
み出した地域アイデンティティ、とくに、「チョルナン
カップの女性神官」による新たな社会的記憶の創造と
シンボル化などが紹介された。加えて注目したいのは、
地域住民の生活の質の向上にも積極的に取り組み、水
や電気等のインフラ整備、地域工芸の振興をもたらし
た点である。文化遺産の普遍的な重要性をふりかざす
だけでは、地域住民の主体性は発揮されない。住民の
生活の質の向上と経済基盤の確立は、持続的な文化遺
産保護に住民が関与するための必要条件であり、その
意味でたいへん重要な成果といえる。
　関雄二教授のパコパンパ・プロジェクトでは、地域
住民とともに文化遺産の価値を共につくる、すなわち

「共創」という言葉が重要なキーワードであった。研究
者が手助けをしながら、村の地域住民自身が培ってき
た農業・牧畜・生活技術の中から貴重な無形の文化遺
産を掘り起こし、遺跡という考古資料とともに社会文
化的な資源とする試みである。文化遺産の価値付けと
いう行為が、学術という特権的な立場から考古学者に
よって独占されることが一般的である中で、地域住民

シンポジウム「ペルーの文化遺産保護の
最前線」を振り返って

井 口 欣 也（埼玉大学）
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5．シンポジウム『ペルーの文化遺産保護の最前線――アンデスの黄金、ナスカの地上絵、インカのミイラ』

にしかできない無形文化遺産の価値付けを研究者の学
術的なそれと組み合わせるという活動は、実に画期的
なものといえるだろう。
　ソニア・ギジェン博士から報告のあったレイメバン
バでは、住民による偶然の考古遺物発見を契機として、
地域社会がその管理にたいする主張を強めたことで、
時にそれが国の方針と対立するという事態が生じた。
ギジェン博士は地域社会との対話、そして国との困難
な調整を行い、貴重な考古資料の研究と維持管理を実
現した。また、国による経済的支援が十分でない中、
日本や米国など国外の資金・技術協力と地域住民の労
働提供を得て、博物館の設立にこぎ着けた。博物館と
観光資源の開発によって地域の雇用を創出するととも
に、文化遺産保護活動の継承のために、次世代への教
育プログラムに力を入れている。
　坂井正人教授のナスカ・プロジェクトでは、新しい
地上絵の発見という学術的に重要な成果とともに、地
上絵破壊の現状が報告された。坂井教授はペルー文化
省と協定をむすび、地上絵を破壊する可能性のあった
開発計画をストップさせることを実現した。また、同
プロジェクトでは「地上絵の可視化」という作業にも
取り組んでいる。可視化することで、地域の人びとや
ペルー国民が実際に自身の目で見てその重要性を理解
することができるようになるという点で、遺産保護へ

の大事な取り組みのひとつであるといえる。
　4 つの事例においては、それぞれに異なる地域社会
の歴史と現状、文化遺産の性質によって様々な方法が
とられていた。一方で、文化遺産の保護と活用におい
て、主体的で持続的な地域住民の参加を導くためにど
うしたらよいかという問題意識は共通しており、この
テーマの重要性をあらためて共有することができたと
いえるだろう。
　研究者にとっては、今回のようなシンポジウムが、
他のケースから学ぶことで自分の調査地での活動にも
活かしていくことにつながるという点で重要であるこ
とは言うまでもない。しかしそれだけではなく、シン
ポジウム当日、多くの聴衆の方々とその場を共有でき
たことにもたいへん大きな意味がある。文化遺産の保
護と活用は、研究者と地域住民、またその国の支援だ
けで完結するものではなく、国を超えた国際協力によ
って取り組む必要がある。そのためには一方的な支援
ではなく、文字通り対等な立場での協力が求められる。
したがって、公的機関、地域住民、研究者にくわえ、
日本とペルーの一般の国民による深い関心と文化的な
交流が不可欠なのである。この点で、当日シンポジウ
ムにお越しいただき発表に熱心に耳を傾けていただい
た皆様に、心からお礼を申し上げたいと思う。
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シンポジウムチラシ
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5．シンポジウム『ペルーの文化遺産保護の最前線――アンデスの黄金、ナスカの地上絵、インカのミイラ』

シンポジウムのようす

豊城文化財監査官の挨拶 フォルサイト大使の挨拶
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シンポジウム 
『ペルー南海岸・南高地における考古学と
文化遺産』

実施日時　2020 年 1月 11日　9：50～17：00、12 日　6：00～8：00
実施会場　アントニーニ博物館、山形大学ナスカ研究所、ナスカ市

主催：山形大学・国立民族学博物館・文化庁
共催：�山形大学ナスカ研究所、ペルー文化省ナスカ－パルパ地区管理計画事務所、

文化遺産国際協力コンソーシアム、アントニーニ博物館
協力：古代アメリカ学会

6

【プログラム】

1 月 11 日（土）
会場：アントニーニ博物館（ナスカ市）
9：00～9：10　主催者挨拶
9：10～9：50　基調講演
「地上絵を見るための最適な場所―認知心理学的研究」

渡邊洋一（山形大学名誉教授・羽陽学園短期大学学長）

9：50～11：20
第 1 部　パラカス　　司会：ジュゼペ・オレフィシ

　　　�（イタリア先コロンブス期考古学研究調査センター、先コロンブス期考古学研
究センター）

「チャビン現象の脈絡におけるペルー中央高地南部の神殿群とその文化財としての可能性」
松本雄一（山形大学）
ユリ・カベロ・パロミーノ（ペルー国立サン・マルコス大学）

「プエルト・ヌエボ遺跡と紀元前 10～5 世紀の中央段デスにおける威信財の長距離交易
網：非モニュメント遺跡の保護の重要性」

ジャル・ドゥラント（ペルー・カトリカ大学）

「チンチャ河谷考古学プログラム―パラカス文化調査 8 年の歴史」
ヘンリー・タンタレアン（ペルー国立サン・マルコス大学）

11：20～11：40　休憩
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11：40～13：40
第 2 部　ナスカとパルパ　　司会：松本雄一

「ユネスコ世界遺産ナスカの地上絵―地上絵の調査、発見、保護活動」
坂井正人（山形大学）
ホルヘ・オラーノ（パリ第 1 大学）

「アルト・デル・モリーノ遺跡とピスコ谷のナスカ」
ルベン・ガルシア・ソト（ペルー国立イカ大学）

「パルパの地上絵の調査・管理・保護」
ジョニー・イスラ・クアドラド（ペルー文化省ナスカ－パルパ地区管理計画事務所）

「カワチ神殿における考古学的発掘と保存作業に関する最新の成果」
ジュセペ・オレフィシ

15：30～16：30

第 3 部　ワリ　　司会：坂井正人
「トリゴパンパ村での調査―学術的貢献と遺跡保存における課題について」

土井正樹（山形大学）

「ワリ遺跡の D 字型儀礼用部屋の調査と保護」
ホセ・オチャトマ・パラビシーノ（ペルー国立サン・クリストバル・デ・ワマンガ
大学）
マルタ・カブレラ・ロメロ（ペルー国立サン・クリストバル・デ・ワマンガ大学）

16：30～16：50　質疑応答
　司会：ファン・パブロ・ビジャヌエバ（ペルー国立サン・マルコス大学）

16：50～17：00　挨拶

1 月 12 日（日）
6：00～8：00　カメリド平原考古学公園視察（アハの地上絵）
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6．シンポジウム『ペルー南海岸・南高地における考古学と文化遺産』

　山形大学のナスカ地上絵研究プロジェクト・チーム
は、2004 年から研究を始めた。考古学・人類学・地理
学・情報科学の研究者とともに、私自身も心理学者と
して、当初から学問の境界を越えて組織的な研究に加
わった。今日は、地上絵の見方について、現地での詳
細な踏査に基づいて認知心理学的に検討した結果につ
いて報告する。
　認知心理学は人の知的活動を科学的に研究する学問
である。その知的活動とは、知識（情報）を獲得し、
組み立て、次の行動に利用することを指す。このとき、
一連の過程を方向づける枠組み（図式）が重要な役割
を果たす（Neisser、1976 など参照）。
　まず基本となる人の視知覚から考えてみよう。人が
地上で地上絵を見る場合には、図像が垂直面に提示さ
れた場合と斜面や水平な地面に置かれた場合とでは、
観察者に見える図像の大きさ（視角）が大きく変化す
る。視角が小さいほど形の識別は困難になる。観察距
離が遠くなるとともに、特に奥行き方向の視角が小さ
くなり、図像の認識が難しくなる。逆に近距離では、
大きな図形ではむしろ近すぎて一部分しか見えず、全
体像をとらえるのが難しくなる。（図 1、図 2 を参照）
　地上絵には様々な大きさがあるが、全体が視野にお
さまる大きさの場合には、地上絵の認識は容易である。
わかりにくい場合には、周囲を一巡すれば容易に理解
できよう。
　一瞥では把握できない大型の地上絵については断片
的な情報を統合する必要がある。その場合に助けにな
る一つの鍵は親近性である。ナスカの地上絵の主題と
当時の土器の絵柄に対応があることは以前から指摘さ
れている。地上絵を作った人々は、主題の原型を土器
の絵柄を通して熟知しており、いくつかの特徴から主
題を絞り込むのは難しいことではなかったと考えられ
る。
　大型の地上絵を把握するもう一つの鍵は対称性であ

る。対称性は、形の知覚にとって非常に重要であり、
すぐに知覚されて、しかも完璧な鏡映像的合致は必要
としないとされている（Treder﻿2010 など参照）。ま
た、透視図法的な歪みがあっても、対称性の認知は可
能という（van﻿der﻿Vloed,﻿et﻿al　2005）。
　対称性の知覚が認知を促進するのは、対象の軸につ
いて情報をもたらすからと考えられる。斜面に描かれ
た地上絵は、地面の傾きが対象の軸に一致するので図
像の意味を把握しやすいと考えられる。
　我々が文字や図形を描く際には、誰がどこから見る
か想定して、その大きさや方向を決める。例えば、我々
が本や新聞を読む場合と、先生が教室で黒板に書く場
合では、文字の大きさが異なる。同じように、対象を
見る最適な視点という観点から考えてみよう。
　平面に描かれた巨大な地上絵も部分的特徴を統合す
ることによって全体像を把握することはできるが、全
体を一望できるなら認知は容易である。見るための最
適な場所という点から考えると、岩絵や斜面に描かれ
た地上絵は、あくまでも地上に立った人間が見ること
を想定していたと考えられる。それに対して、ナスカ
台地の平原に描かれた巨大な地上絵は、むしろ空高い
場所から見下ろすことを想定したと考えた方が妥当な
大きさである。形も、正対したかのように歪みがない。
　近くから見ることを想定する場合には小さな図形や
文字を書き、遠くから見ることを想定する場合には、
その距離に応じた大きさで提示するという工夫は、日
常的に行われ、しかも古くから行われてきた人間の知
恵である。この延長上にナスカの地上絵も存在し、時
代を経る途中で、地上から空へと視点が変わった時に、
巨大な地上絵が作られたと考えられるのではないだろ
うか。
　人々が巨大な構造物を作るのは、観察距離の問題だ
けではなく、偉大さを表したいという意図を持つ場合
なども考えられるが、視点の変換の方がより基本的な

地上絵を見るための最適な場所
― 認知心理学的研究

渡 邊 洋 一（山形大学名誉教授・羽陽学園短期大学学長）
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認知の枠組みの変化といえよう。
　認知心理学的な考察から生まれたこのような考え方
については、もちろん、考古学や人類学の研究との対
応を確認しなければならない。
　ナスカ―古代アンデス文明の研究が、多様な研究
を包括して一層発展することを願っている。

参考文献
Neisser, U. （1976） Cognition and Reality. Freeman.
Treder, M. S.（2010）“Behind the Looking-Glass: A Review on 

Human Symmetry Perception”. Symmetry 2: 1510-1543; 
doi:10.3390/sym2031510.

van der Vloed, G.; Csathó, A.; van der Helm, P.A. （2005）
“Symmetry and repetition in perspective”. Acta 
Psychologica 120: 74-92.

図1　 Illustration of the perspective view of the figure from a standing human

図2　 Visual angle of the figure on the plane having various degree of slants
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　アンデス中央高地南部はこれまで、紀元前一千年紀
（草創期／前期ホライズン）において、北部高地、中央
高地、そして北海岸で起きた社会発展の展開から取り
残された「周縁」であるとされてきたが、現在の知見
からはチャビン現象との関りでより適切に考察しうる
ことが明らかである。この脈絡では、中央高地南部の
重要性は、前期ホライズンにおいて中央アンデス全域
に流通した 2 つの重要な資源、黒曜石と水銀朱によっ
て担保されることとなる。それにもかかわらず、この
時期の社会に関する研究は同地域の重要性を十分に評
価せず、「小規模な祭祀建築とまばらに分布した村落社
会」であると特徴づけてきたのである。また、この地
域の社会発展は、チャビン・デ・ワンタル、クントゥ
ル・ワシ、パコパンパといった同時代の主要な神殿社
会と関連付けて考察されることもなかった。
　しかし、アヤクチョ地方から得られた新たなデータ
は、ペルー中央高地南部の社会経済的発展の初期プロ
セス、汎地域的なチャビン現象との関りで考察する機

会を与えてくれる。近年の調査では、中央高地南部の
社会が極めてアクティヴにこの現象に関わり、非常に
急激な社会経済的変化を経験したことが明らかとなっ
た。この地域においては大規模な記念碑的建造物は前
時代から継続する漸進的な社会変化の結果生まれたも
のではなく、北部の大神殿群、とりわけチャビン・デ・
ワンタルからの文化的刺激を受けて成立したという解
釈がより適切である。また、このような急激な変化は
同時代の南海岸の社会、とくにパラカス文化の初期（パ
ラカス前期）と強く結びついていたことが明らかとな
った。
　一方で、このような紀元前一千年紀に起きた地域的
発展への再評価は、新たに調査された初期神殿が、教
育や観光開発に寄与しうる地域の文化財としての価値
を有することをも明らかにした。しかし、これらの遺
跡は現在の開発の進展、市街地の拡大や機械を用いた
耕作によって破壊の危機に瀕している。遺跡保護の観
点からの処置が急務である。

チャビン現象の脈絡における
―  ペルー中央高地南部の神殿群とその文化財としての

可能性

松 本 雄 一（山形大学）

ユリ・カベロ・パロミーノ（ペルー国立サン・マルコス大学）

図 1　カンパナユック・ルミ中央基壇 図 2　カンパナユック・ルミ南基壇で発見された埋葬（a）と副
葬品の土器（b）ー（d）
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　紀元前 10 ～ 5 世紀という時代は中央アンデスの先ス
ペイン期に関する我々の理解を深める上で非常に重要
である。これまでの様々な調査が示してきた通り、こ
の時期にこの文化領域の人々は政治経済の重要な変化
を実験したのである。中でも広く結びついた 2 つの変
化が存在する。自らの地位を誇示する「エリート層」
の出現と威信財経済の強化である。
　様々な証拠から、紀元前 8 世紀に新たなタイプのエ
リート層が初めて出現したことが示唆されている。例
えばこの時期には、それ以前と異なりある種の個人が
その生前の地位を示すようなあり方で葬られ、他の人々
の上に位置していたことが示されるのである。ロマ・
マカンチェ遺跡、パコパンパ遺跡、チョンゴヤペ遺跡、
セロ・コルバッチョ遺跡、クントゥル・ワシ遺跡など
北海岸と北高地でのこのような変化の事例を示してい
る。
　このような個人の埋葬は、他の通常のものより規模
が大きく、高い割合で「珍しく」、「威信を示す」もの
と考えられる副葬品を伴うことで他から区別される。
このような副葬品は「遠隔地から」、「外部から」の原
材料で作られたか、あるいは搬入されたか、あるいは

「珍しく」、「素晴らしい」特別な技術によってつくられ
たかでこのような役割を果たすのである。
　このようなものが、装飾品であり個人に属するもの
であるという事実が、その目的が「特別な」個人が他
に比べて偉大であることを示し、同時に儀礼用具であ
り、幻覚剤の消費と関係し、あるいは複雑な図像表現
を示すといった事実が、このような「格差化」「差異
化」を達成するための媒体は「深遠で」「ミステリアス
な」知識の保持にあったことを示唆している。
　その他の証拠も紀元前 8 世紀頃に、「珍奇な」、「威信
を示す」ようなモノと知識の交易網が急激に拡大し、
強化され、北はランバイェケとカハマルカ（クントゥ
ル・ワシとパコパンパ）から南はイカやアヤクチョ（コ

ユンゴやカンパナユック・ルミ）に至るまで遠く離れ
た地域の社会を結び付けるに至った。このネットワー
クのなかで最も卓越していたのは、疑いなくチャビン・
デ・ワンタルである。
　リチャード・バーガーが気づいた通り、この祭祀セ
ンターにおいては、エクアドル海岸に産するカブトソ
デ貝やウミギク貝、海岸と山地の様々な地域からの土
器、北海岸からの石製容器、太平洋岸の魚や貝、アン
デス東斜面産の幻覚剤、ワンカベリカの水銀朱、中央
高地南部の様々な産地の黒曜石など、遠隔地から搬入
された数多くのものが確認された。これは珍しいこと
ではない。類似した事例が、他の祭祀センターのみな
らず、中央アンデス全域に分散した異なるタイプの遺
跡においても確認されるからである。
　パラカス地域に位置するプエルト・ヌエボおよびそ
の他の遺跡における我々の調査は、これらの交易網に
関する知識を増大させ、さきに述べた政治経済的変化
とその交易網の関りを考察するためのユニークな機会

プエルト・ヌエボ遺跡と紀元前10～5世紀の
中央段デスにおける威信財の長距離交易網
― 非モニュメント遺跡の保護の重要性

ジャル・ドゥラント（ペルー・カトリカ大学）

図 1　プエルト・ヌエボ遺跡発掘調査、2015 年
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を提示している。プエルト・ヌエボ遺跡における調査
の現時点までの成果からは、南海岸と他地域、とりわ
け、中央海岸、北海岸、中央高地南部のアヤクチョと
ワンカベリカ地方との間に地域間交流が存在したこと

図 2　プエルト・ヌエボ出土土器、北の地域の図像表現を有するもの

図 3　プエルト・ヌエボ出土土器、南の地域の図像表現を有するもの

は疑いない。本発表では、我々の調査の最新成果を示
し、早期の非モニュメント遺跡を保護することの重要
性を考察する。
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　本発表ではイカ州チンチャ地方で行われたこれまで
8 年間の調査を概観する。一つの遺跡のみに焦点を当
てた小さなプロジェクトとして始まった我々の調査は、
チンチャ考古学プログラム（PACH）となり、ペルー
と海外からの調査者を統合した考古学人類学調査とい
う重要な場を造り上げてきた。結果として、このプロ
グラムは様々な時期とテーマに焦点をあてた調査へと
発展したが、本発表では特にパラカス文化に関する調
査を概観する。この調査を通じて、パラカス文化に関
する重要なデータが得られ、このペルー海岸の鍵とな
る河谷に栄えた、先スペイン期社会に関する推論の在
り方を根本的に買えるような解釈を発展させることが
できた。
　本発表においては、我々が行ってきた主要なパラカ
ス文化の遺跡に関してその概略を説明する。その際に
まず、チンチャ河谷中流域で行われた、セロ・デル・
ヘンティル遺跡とそれに伴う地上絵に関する調査を扱
う。セロ・デル・ヘンティル遺跡においては、2012 年
から 2014 年にかけて、3 シーズンにわたる発掘調査を
行うことができた。この調査によって一連の建築の更
新と、その使用の最終期に行われた半地下式広場の埋
め立てイベントが明らかとなった。同様に、埋め土の
中に大量の奉納品と埋葬が確認された。
　続いて、2014 年から 15 年にかけて我々のチームに
よって行われた、ワカ・ソト遺跡の調査を見ていく。
同様に半地下式広場を伴う主要な 2 つのセクターで発
掘調査を行った。この調査では、記念碑的建造物にお
いて、重要な建築と再建築の過程が、一連の人間の居

住と儀礼の痕跡と共に確認された。
　その後、我々はラ・クンベ遺跡において 2016 年と
2017 年に発掘調査を行った。この調査でもまた、改め
て半地下式広場が確認され、広い範囲で重要な神殿の
更新活動が確認された。
　本発表の最後に、海岸近くの下流域に位置するポス
エロ遺跡で現在進行中の我々の調査に触れることにす
る。知られている通り、この遺跡はチンチャ河谷にお
いて最も優れた形成期の編年シークエンスを有するも
のの一つである。また、パラカス文化の重要な居住の
痕跡に加え、エドワード・ラニングとドワイト・ウォ
レスによってポスエロ様式として同定された遺物を伴
う居住跡を確認することができた。
　全体として本発表では、われわれのパラカス文化に
関する地域的な調査に関して、それぞれの遺跡とその
人間の居住の詳細と個別性を省略することなく提示す
る。同様に、考古学的　に確かな脈絡から得られた大
量の絶対年代データを提示する。この成果はチンチャ
河谷のパラカス文化の居住に関する編年という点で重
要な貢献となった。さらに、チンチャ河谷における考
古学的文化財の保護と情報の公開に関する我々の試み
に関しても触れる。我々の調査は、地域における最良
の歴史コンテンツを提供するという貢献をなしてきた。
さらに、現地社会の経済に寄与し、ペルーと海外の若
手考古学者を育成し、論文や書籍の発表によって調査
で得られた科学的知識を地域に還元するという点でも
貢献してきたのである。

チンチャ河谷考古学プログラム
― パラカス文化調査 8 年の歴史

ヘンリー・タンタレアン（ペルー国立サン・マルコス大学）
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図 1　セロ・デル・ヘンティル遺跡

図 2　ワカ・ソト遺跡
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（1）はじめに
　南米ペルー共和国南海岸に分布するナスカの地上絵
は、ユネスコによって 1994 年に世界文化遺産に登録さ
れた。コンドル、ハチドリ、クモ、サルなどの動物の
地上絵で有名だが、その大部分を占めるのは、直線や
台形の幾何学的な図像である。
　山形大学では 2004 年度から地上絵に関する学際的な
研究を実施している。当初、人工衛星画像を分析して、
地上絵の分布図の作成に取り組んでいた。しかし、2010
年より現地調査を開始するとともに、2012 年にはナス
カ市内に山形大学ナスカ研究所を設立した。現在、ド
ローンおよび飛行機から撮影した高解像度の画像とラ
イダーデータを活用して、ナスカ台地における現地調
査を推進している。

（2）新発見の地上絵
　人工衛星画像の分析を 2004 年から約 5 年間実施した
ところ、100 点以上の新しい地上絵が発見された。そ
の大部分は直線の地上絵だが、動物の地上絵が 1 点含
まれていた。その後、現地調査を開始するとともに、
ナスカ台地と地上絵に関する高解像度の画像をドロー
ンおよび飛行機から撮影することによって、動物の地
上絵が 150 点以上、直線の地上絵が 300 点以上を発見
した。
　これらの地上絵の分布を検討した結果、ナスカ台地
西部に分布する複数の小道に沿って、具象的な地上絵
が集中的に描かれたという仮説が得られた。発見した
地上絵は、人間、鳥、猿、魚、蛇、キツネ、ネコ科動
物、ラクダ科動物などである。これらの地上絵は、地
表に広がる黒い石を除去して、下に広がる白い砂の面
を露出することによって制作された。ただし、これら
の地上絵は、線状に石を除去して制作されたタイプの
地上絵と、面状に石を除去して制作されたタイプに分
かれる。前者は概して規模が大きく、全長 50 メートル

を超える地上絵はこのタイプに属す。一方、後者は小
さいものが多く全長 50 メートル以下である。発見した
地上絵のうち、最も大きい地上絵は前者のタイプで、
全長 100 メートル以上ある。一方、最も小さい地上絵
は後者のタイプで、全長約 5 メートル以下だ。
　前者は動物の形をした儀礼場であり、ここで土器の
破壊儀礼が行われたことが現地調査で判明した。一方、
後者は小道沿いや山の斜面に描かれたため、移動する
際の道標として利用されたと考えられる。

（3）AI の活用と地上絵の保護
　小道沿い以外にも地上絵が分布する可能性がある。
しかし、高解像度の三次元画像というビッグデータの
ため、目視で画像から地上絵を見つける作業を実施し
た場合、膨大な年月が必要になる。そこで、日本 IBM
に協力していただき、AI を用いて分析したところ、具
象的な地上絵が描かれたと思われる場所が複数見つか
った。これらの候補の中から有望なものについて現地
調査を行ったところ、ナスカ台地の西部に新たな地上
絵を 1 点発見できた。この地上絵は全長約 5 メートル
と小型である。二本足で立っている人型の地上絵だ。
面状に石を除去して制作されたタイプの地上絵である。
　ニューヨーク市にある IBM ワトソン研究所と協力し
て、山形大学の過去 10 年間の現地調査のデータを整理
し、このビッグデータをAIにより分析する予定だ。AI
を利用して、地上絵の分布状況に関する予備調査を実
施し、現地調査と合わせて、地上絵の分布図作成を進
める。この共同研究によって、ナスカ台地全体を網羅
した地上絵の分布図を作成する作業を加速化させる。
　この分布図を活用して、ナスカの地上絵の分布をさ
らに詳しく把握する。また現在進行中の都市と農地の
拡大によって、破壊される可能性のある地上絵を同定
して、その保護活動をペルー文化省と共同して実施す
る。

ユネスコ世界遺産ナスカの地上絵
― 地上絵の調査、発見、保護活動

坂 井 正 人（山形大学）

ホルヘ・オラーノ（パリ第 1 大学）
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図 1　ペルー南海岸とナスカ台地

山　　　　　▲　Ａ：カレーラ山、Ｂ：ポング山、
考古遺跡　　★　Ｃ：エストゥディアンテス遺跡、Ｄ：ラ・ティサ遺跡
　　　　　　□　 1 ：ベンティーヤ遺跡、 2 ：カワチ遺跡
地上絵　　　①“ラクダ科動物”、②“アヒル”、③“宇宙飛行士”

図 2　ナスカ台地および周辺部における地上絵・考古遺跡・山
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　アルト・デル・モリーノ遺跡は、ピスコ谷の
下流部にあり、比較的大きな遺跡であることが
知られている。ここには約 10 個の丘と居住地区
があり、前期ホライズン末から前期中間期まで
の居住が集中した。
　この遺跡で目立つているのは前期中間期以降
の活動で、特にカルメン期（様式）、エストレー
ジャ期（様式）、ナスカ 7 期（様式）の遺構や遺
物が考古学調査によって発見された
　特に建築と土器の分析によると、アルト・デ
ル・モリーノは南ナスカからある程度独立して
いたと考えられる。ただし南ナスカとは何かに
ついては検討の余地がある。残念なことに、2007
年 8 月の地震の後、この場所は巨大な居住地と
して使われ、残されているのは 3 つの丘だけで
ある。なお、この遺跡の境界の確定は、ペルー
文化省イカ支局によって実施された。

アルト・デル・モリーノ遺跡と
ピスコ谷のナスカ

ルベン・ガルシア・ソト（ペルー国立イカ大学）

図 2　魚が描かれた皿（ナスカ前期）

図 3　壺（ナスカ後期） 図 4　首級が描かれた大型の腕（ナスカ後期）

図 1　アルト・デル・モリーノ遺跡（ペルー南海岸ピスコ谷下流部）
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　ペルー南海岸にある地上絵は、この地域に発展した
特徴的な文化によって生み出されたものである。その
中でもパラカス文化やナスカ文化の果たした役割が大
きい。これらの地上絵は、ナスカ地区とパルパ地区の
砂漠の斜面と台地に集中的に描かれている。そこには
ナスカの地上絵として世界的に知られている巨大な図
像や様々な幾何学図形が分布している。
　有名な動物の地上絵（サル、クモ、ハチドリなど）
や幾何学図形（直線、台形など）は、ナスカ台地に集
中して分布している。そこで、これらの地上絵は紀元
1 年～ 650 年に発展したナスカ社会と関係ある文化現
象だとこれまで考えられてきた。
　しかし、ナスカとパルパだけでなく、南海岸のイカ
とピスコでも新しい地上絵が最近見つかっている。こ
れらの地上絵は、ナスカ台地に集中して分布している
巨大な地上絵とは異なる特徴が見られる。つまり、様々
な傾斜の斜面に描かれた具象的な図像のみが描かれた。
図像は単独で描かれる場合とグループを構成する場合
がある。ナスカの地上絵よりも規模が小さい浅浮彫り
と高浮彫りタイプの地上絵である。
　土器と織物に表現されたモチーフの様式を比較する
と、これらの地上絵はパラカス文化とトパラ文化の特
徴が見られる。つまり地上絵には長い期間に亘って制
作されたことになる。パラカス期（前 800 ～前 200 年）
に制作がはじまり、移行期（前 200 ～後 1 年）にも地

上絵の制作は継続し、ナスカ期（後 1 年～ 650 年）の
末に終わった。なお、トパラ期はパラカス期とナスカ
期の移行期に相当する。
　地上絵をパラカス文化とトパラ文化に明確に区分す
るのは難しいので、特に問題がない場合は、両者をパ
ラカスの地上絵を一括して呼ぶことにする。
　パルパとナスカで最近発見された地上絵も加えると、
これまで登録されたパラカスの地上絵はかなりの数に
なる。さらにピスコやイカで登録されたものも加える
と、パラカス・ナスカ・トパラ社会の調査・研究にお
いて、土器や織物と同様に、地上絵は重要なデータと
なる。
　すでに述べたように、これらは主に具象的な地上絵
であり、そのほとんどは擬人化された地上絵（男、女、
子供など）と動物の地上絵（鳥、ネコ科動物など）で
ある。これらはイカ谷、パルパ谷、インヘニオ谷に接
する山や台地の斜面や、ナスカ台地とパルパ台地の緩
やかな斜面に描かれたナスカ期の地上絵の調査には長
い歴史があり、地上絵の機能と意味を理解するために、
具体的な仮説と説明がすでに提示されている。しかし、
パラカスの地上絵（およびトパラの地上絵）の研究は
最近始まったので、その機能を理解するために我々は
新しい挑戦を開始した。そこで今回のシンポジウムで
は地上絵の編年の問題だけでなく、その意味について
も扱う。

パルパの地上絵の調査・管理・保護

ジョニー・イスラ・クアドラド
（ペルー文化省ナスカ－パルパ地区管理計画事務所）
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図 1　「超自然的存在」として知られているジパタ地区のパラカス期の地上絵（写真：ジョニー・イスラ）

図2　「豊穣」として知られているジパタ地区のトパラ期の地上絵
（写真：ジョニー・イスラ）
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　1982 年より、イタリア・ブレシア市にある「先コロ
ンビア期考古学研究調査センター」の後援を受け、ナ
スカ文化を多角的に調査する目的で、ナスカ・プロジ
ェクトの名前で様々な調査を実施してきた。1984 年に
はカワチ神殿の調査を開始した。同時にプエブロ・ビ
エホやワユリなどの遺跡でも調査を実施した。しかし
1990 年からは、ナスカ河谷中流域両岸の砂漠段丘上に
設定された建築群であるカワチ神殿の調査に集中して
きた。カワチは前 4 世紀～後 5 世紀にナスカ文化の最
も重要な神殿であった。その宗教イデオロギーの力で、
支配下の社会集団を団結させていたのである。カワチ
神殿が衰退すると、ナスカ谷の住民によって、この場
所は巨大墓地として再利用された。カワチ神殿は 2 種
類の特徴的な建築物によって構成されている。ひとつ
は壁に囲まれた地区である。もうひとつはピラミッド
型の巨大マウンド建築群で、土台が方形もしくは正方
形の形をした階段状基壇である。これら 2 種類の建築
物は同じ時期に機能していた。その空間には様々な規
模の神殿が集中していた。また遠く離れた地域からや
ってきた人々がそこに 1 年のある時期に一時的に滞在
していた。ただし、ナスカ神殿域の内部に都市のよう
な居住地区はなく、宗教活動と直接関係のない活動が
行われた訳ではない。ナスカ川の両岸に神殿、儀礼用
部屋、屋根・柱をもつ巨大建築物が約 24 平方キロの範
囲に分布していた。
　カワチ神殿の近くに地上絵が分布しているので、両
者による二重構造が存在していたと考えられる。この
二重構造によって神聖な空間の次元が増大したことに
なる。この神聖な空間はナスカの人々の儀礼用に使わ
れるだけでなく、集団儀礼に参加するために何キロも

離れた場所から来た巡礼者によっても用いられた。
　カワチ遺跡における活動と関係する最も古い放射性
炭素年代（暦年代較正）は前 4400 ～前 4239 年である。
つまり、ナスカ文化が成立するはるか以前の先土器期
において、この場所が当時の社会にとって特別な場所
として選ばれたことを意味する。かなり古い時代から
この場所が神聖な場所であったことは疑う余地がない。
古期から建物が存在したことを示す 3720 ± 60﻿y﻿3780
± 80﻿BP という古い年代資料も得られた。ただし、こ
の時期の建物の性格を把握する難しい。一方、ナスカ
期におけるカワチ神殿全域の建築活動を分析したとこ
ろ、全部で 5 つの建築時期を確認することができた。
　考古学調査が開始された 20 年後、すなわち 2002 年
から、調査と平行して、遺跡の保護・保存修復活動を
集中的に実施した。こうした活動は、ニコラウス・コ
ペルニクス大学（ポーランド共和国トルン市）の遺跡
保存センターの Sławomir﻿Skibiński 教授の立ち会いの
もと 1987 年に実施した。なお同教授はアドベ建築の保
存の専門家である。ナスカの人々が用いた建築材料を
研究するとともに、建築材料である粘土の出土地につ
いて調査した。またカワチ神殿の建築物の破壊が進む
原因を調査したところ、壁と漆喰の劣化の主な原因は、

（1）絶え間ない強風、（2）日中と夜間の著しい寒暖
差、（3）日中は乾燥しているにもかかわらず、夜間に
なると湿度が急上昇する点にあると考えなければなら
なかった。建築材料だけでなく、気候学に関する統計
データに基づいて、少なくとも約 20 年間は大気の影響
に耐えることができる最良の建築材料を同定すること
ができた。

カワチ神殿における考古学的発掘と
保存作業に関する最新の成果

ジュゼペ・オレフィシ
（イタリア先コロンブス期考古学研究調査センター／先コロンブス期考古学研究センター）
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図 1　カワチ遺跡における「階段神殿」地区の保存修復（2002-2013）

図 3　カワチ区域：保存修復（2002-2018）。建築時期の差異

図 2　カワチ神殿の Y1 地区における大規模発掘

図 4　カワチ神殿の A 地区における大ピラミッドの概観。ナスカプロジェクトに
よる保存修復。
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6．シンポジウム『ペルー南海岸・南高地における考古学と文化遺産』

　本発表では、筆者がトリゴパンパ村周辺遺跡で実施
した発掘調査により明らかになった新資料、およびそ
の調査を通じて考えた、小規模遺跡の保存における課
題について述べる。
　紀元後 650 ～ 1000 年頃、現在のペルー中央高地を中
心として栄えたワリは、アンデス文明史上初の広域国
家である。ペルーを中心とする中央アンデス地域は、
アンデス文明が展開した舞台として知られ、そこでは
独自の社会展開が生じた。そのため、ワリがどのよう
に成立したのかという問題は、アンデス文明史だけで
なく人類史の理解にとっても重要な研究課題となって
いる。しかし、ワリに関する研究はその最盛期に注目
したものが大半であり、ワリの形成過程に関する調査
や研究は不十分である。さらに、調査対象とされる遺
跡も首都や「行政センター」と呼ばれる計画的なプラ
ンを有する大規模な遺跡が多く、当時の一般住民の視
点に立ったものは少ない。これらの問題を解決するた
め、当時の一般住民の視点からワリ国家の形成過程を
解明することを目的とし、ワリ国家の中心地に位置す
るトリゴパンパ村周辺遺跡での発掘調査を実施した。
　トリゴパンパ村周辺には、ワンカ・ハサ遺跡、タン
タ・オルホ遺跡、クルス・パタという 3 つの遺跡が存
在する（図 1）。各遺跡の利用時期は異なっており、そ
れぞれの遺跡の資料を総合することにより、ワリ成立
前、ワリ繁栄期、ワリ崩壊後の様子を知ることができ
る。
　トリゴパンパ村周辺遺跡の調査により明らかになっ
たことは、ワルパ文化とナスカ文化の関連性およびワ
ルパ文化とワリ文化の連続性である。ワルパ文化とナ
スカ文化の関係については、先行研究では土器の図像
に基づき論じられてきた。トリゴパンパ村周辺遺跡の
出土資料からは、両文化間のより明確な図像の類似性
に加え、器形の共通性も明らかになった。
　また、これまでワリ文化の特徴とされてきた要素が、

ワルパ文化に存在することも明らかになった。最も重
要な発見は、D 字形建築に関するものであり、ワルパ
文化においても祭祀に関連する場として D 字形建築が
存在していたことが明らかになった。また、ワリ遺跡
やコンチョパタ遺跡から報告のある石柱も、類似した
ものがワルパ文化にも存在することが明らかとなった。
　学術的成果が得られた一方で、遺跡保存における課
題も明らかとなった。3 遺跡のうち、タンタ・オルホ
遺跡をのぞくワンカ・ハサ遺跡とクルス・パタ遺跡は、
現在居住地として利用されている。これまでの発掘調
査により、両遺跡の破壊が進んでいることが明らかに
なった。遺跡破壊の現状と遺跡保存における課題につ
いても述べたい。

トリゴパンパ村での調査
― 学術的貢献と遺跡保存における課題について

土 井 正 樹（山形大学）

図 1　ペルー、アヤクチョ州、トリゴパンパ村周辺遺跡
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　「ワリ遺跡の D 字型建築物における儀礼区域の調査
と社会活用に関するプロジェクト」の一部として、ベ
カチャユック・モホ、モンカチャユック、カピヤパタ
区域を含む神聖な地区にある D 字型の儀礼用建築物群
を調査した。
　調査の結果、D 字型建物群の下に古い時期の建物が
見つかった。これはワルパ末期とワリ初期と関係する
建物である。これらの建物の規模と入り口のパターン
は多様である。一方、建物の中央付近にはどれも太陽
時計と関係する柱があり、18 もしくは 22 の壁龕が見
られた。これらの建物の壁の漆喰は白色や赤色に塗ら
れていた。また儀礼のために祖先のミイラや神像が置
かれていたと思われる壁龕は建物の内周にあり、そこ
には屋根がかけられ、部分的に保護されていたようで
ある。一方、中央に柱が立てられたので、そこでは天
文観測が行われていたと考えられる。
　D 字型建物群が作られたのは、多分、この都市が最
も繁栄していた時期である。また、これらの建物が作

られたのは、ティワナク文化の存在が関係ある。D 字
型建物が狭い範囲から 6 つ発見された。この発見によ
って、D 字型建物群が当時のエリート集団や社会組織
とどのような関係あるのかという新たな疑問が生まれ
た。
　これらの建物の威信は長続きしなかった。この都市
の歴史の中では短かった。建物の内側と外側で火を燃
やす大規模な儀礼が開催された後、これらの建物は放
棄された。床は荒らされ、壁は半壊して埋められた。
　発掘した建物を公共に供するために保護し、修復作
業を施した。その際に、地元で昔から使われていた材
料を用いて、床と壁の補強と修復作業を実施した。
ワリ遺跡における調査を継続し、この遺跡を観光ルー
トに入れ、アヤクチョ州における一流の観光地にする
ためには、関係当局や一般の人に関心を持ってもらう
必要がある。そのための文化事業を計画していたが、
国や地方自治体の援助が不足していたため頓挫した。

ワリ遺跡のD 字型儀礼用部屋の調査と保護

ホセ・オチャトマ・パラビシーノ
（ペルー国立サン・クリストバル・デ・ワマンガ大学）

マルタ・カブレラ・ロメロ
（ペルー国立サン・クリストバル・デ・ワマンガ大学）
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6．シンポジウム『ペルー南海岸・南高地における考古学と文化遺産』

図 1　ペルー、アヤクチョ州、トリゴパンパ村周辺遺跡 図 2　ポゾランを用いた修復が施された日時計の床

図 3　カピヤパタ地区にある D 字型建築の壁龕（修復前） 図 4　カピヤパタ地区にある D 字型建築の壁龕（修復後）
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シンポジウムポスター
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6．シンポジウム『ペルー南海岸・南高地における考古学と文化遺産』

会場のようす
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